
戦後青森県の県会議員選挙と歴代議長 �
―地方政治の“名望家たち”―

藤 本 一 美

序 文

一般に，「名望家」といえば，特定の地域社会で影響力を備えている

人々のことを指し，かつては，名士，徳望家，素封家，および旧家などと

呼ばれていた。その活動は，政治，経済，および文化など多方面にわたっ

ており，そのため，厳密に定義することは難しい。ただ，彼等に共通して

いる要素は，村役人，区長，および戸長（こちょう）などの政治上の公職・

名誉職を兼務し，一定の行政能力と地域社会をまとめる才覚を持っている

こと，また十分な経済力を有し地域産業の発展に寄与する一方で，常に地

域社会への慈恵的行為を怠らないこと，さらに高い教養を身につけ地域文

化の担い手になっている点などを挙げることができる（「横浜の地方名望

家―横浜開港資料館」www.kaikou.city.yokohama.jp/journal/106/02.html）。

そこで本稿では，「名望家」とは，さし当り財産と教養を有し，得定の

地域社会内で声望を得ている人々のことをいい，その声望の権威により服

従を求めることができる，と定義しておきたい。戦前までは，地主や地方

産業家などが名望家を中心とする政党を組織し，それは「名
�

望
�

家
�

政
�

党
�

」と

称されていた（五十嵐暁郎「名望家」『社会学事典』〔弘文堂，１９８８年〕，８６４

頁）。

今日でも，県会議員（以下，単に県
�

議
�

と略す）のほとんどが，いわゆる
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「名望家」によって占められている。実際，県議は教養と財産を有し，市

町村長や市町村会議員の出身者が少なくなく，地域社会で重要な政治的，

経済的，および文化的役割を担っている。

それでは，本稿で論議の対象にしている県議とは如何なる存在であるの

か？ 彼らは県民を代表して４年ごとに選挙で選ばれ，県の予算や業務に

ついて審議し，県政の方針を決定する。そのため，大きな権限が与えられ

ている。その主なものを挙げれば，次の通りである。

１．議決（�条例の制定・改正・廃止，�予算の決定，�法律や条令で

定められた重要事項の決定）。

２．認定・決算の審査。

３．調査・検査・監査請求，県業務の監視。

４．請願・陳情受理。

５．意見書の提出。

６．選挙（議長，選挙管理委員などの選出）。

７．同意（副知事，行政委員の選任・任命に同意）。

県議には，学歴も経歴も不問であり，県会議員選挙（以下，県
�

議
�

選
�

と略

す）への立候補の条件さえ満たせれば，誰でも出馬できる。立候補の条件

は三つある。すなわち，�満２５歳以上の日本国民であること，�その都道

府県の選挙権を有していること，�供託金６０万円を提出できること。供託

金とは，出馬時に預けるお金のことで，一定の得票数を得ていれば選挙後

に戻される。なお，県議の兼業は基本的に禁止されている。

今日でも，県議は地方におけるいわゆる「名望家」的存在である，と

いってよい。上で述べたように，名望家とは，特定の地域社会において名

声や人望を兼ね備えた人々のことを指し，実際，県議は県レベルで政治的

に重要な位置を占めており，社会的に大きな威信を有している。県議は議

会において，県内で生じたあらゆる政治的問題を取り上げ，県執行部を質
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し，県民生活の向上に努める。県議の任期は４年間で再選は何回でも可能

だ。与党議員の場合には，４回ないし５回連続して当選すれば，議長に就

任する。ちなみに，青森県の現議長は，自民党所属で当選４回の熊谷雄

一・県議である。

県議の生活は，大きく議会の会期中（＝開会中）と会期外（＝閉会中）

とに分けられる。また４年に一度の県議選の際は，選挙運動中心の生活と

なる。１年間に開会される県議会の日数は，３６５日のうちの約三分の一以

下であり，県議の職場である議会は，定例会，臨時会を含めて年間平均

５，６回程度招集され，その平均会期日数は約９８日に過ぎない。

県議会は，午前と午後，１日に二度開会した場合，開会時間は，通常，

午前は１０時～１１時，また午後は１時に開かれ，午後５時には終了する。議

会に提出されている議案にもよるものの，県議一人当たりの議会での質

問―質疑時間は，平均すると１時間程度である。県議はまた，議会におい

て，自身が所属している常設の「委員会」，そのつど設けられる「特別委

員会」，さらに所属する会派の「議員総会」にも出席しなければならない。

県議会の年間スケジュール表だけ拝見すると，「県議はかなりヒマな業

務」だと見えないわけでもない。だが，実際には，県議は限られた質疑時

間内に質問や発言を行い，県議会として適切な議決をする。そのため，議

会開会の準備に備えて，多くの時間と労力をつぎ込んでいるのが現実で，

閉会中も議会の再開に備えて，調査や準備を怠らない。

このように，県議は議会で取り上げる県の各種の計画や活動，自らの政

策などについて，会期中外を問わず，県職員から話を聞き，専門家からレ

クチャーを受けたりなどして調査・研究に専念しているのが普通で，また

会派が主催する会議にも出席する。

県議の場合，同じ地方議員である市町村会議員とは異なり，県全体とい

う極めて広い地域を扱うため，勢い調査範囲が広くかつ問題も複雑化する

傾向にある。そのため，市町村議員と比べると，調査・研究に長い時間を
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かける傾向にある。

県議となる者には，市長選での敗退者や市町村会議員出身者が見られる

一方で，逆に，県議の経験を積んだ上で，市長に鞍替えするケースもある。

もちろん，県議としての実績を踏まえて，衆議院議員，参議院議員，およ

び知事に立候補することも可能だ。

２０１８年現在，青森県の場合，選挙区は１６で定数が４８名であって，保守系

議員が圧倒的多数を占めている。議員の報酬は，月額７８万円（議長９１万

円・副議長８１万円）で，この他に期末手当が年間で３．１ヵ月分，また政務

調査費が月３１万円支給されている。現在の県議会の会派別議員は，図表�

の通りで，自民党が定数の過半数を優に超え，正副議長や委員会の正副委

員長職も独占している。

戦後最初の青森県議選は，１９４７年４月３０日に行われた。それまでは，戦

前の１９４２年に選出された県議が戦争中だという特殊な事情もあって，任期

を延長して，そのまま居座っていた。しかし，敗戦を契機に，新しい地方

＜図表�＞ 青森県議会の会派別議員：定数４８

会派名 議員数 所属議員の党派別内訳

自由民主党 ３１名 自由民主党３１名

青和会 ４ 無所属４名

国民民主党 ３ 国民民主党３名

公明・健政会 ３ 公明党２名，無所属（公明党）１名

日本共産党 ３ 日本共産党３名

無所属 ２ 無所属２名

欠員 ２ 欠員２名

＊２０１８年時点での数字。
＊党派別内訳は前回選挙時の公認・推薦状況に基づくもの。
＊所属議員５名以上の会派は交渉団体として，代表質問権および議
会運営委員選出権が認められている。

出典：『青森県選挙管理委員会』
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自治法が制定され，県議選が行われる運びとなった。

本稿では，地方政治の名望家的存在である県議を分析の対象にしている。

具体的には，第一部において，戦後青森県の都合１８回にわたる県議選の概

要と課題を検討する。その上で，第二部では，歴代正副議長の経歴（プロ

フィール），県議選での得票数，および横顔を紹介する。これらの作業に

より，戦後青森県の政治を研究する際の，参考書＝資料として利用できれ

ば幸いである。なお，巻末には参考資料として，戦後県議選の投票率，県

議選での党派別当選者数，無投票当選者数，定数および選挙区の改定，並

びに正副議長のデータなどを付記しておいた。記述にあたり，十分に調べ

たつもりであるが，もし間違いがあれば，ご指摘をいただき，訂正してよ

り良い内容にしていきたい。

（２０１８年７月，県議会定例会での三村申吾知事の議案提案理由説明）
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＜総目次＞

序文

第一部 県会議員選挙―概要と課題

第１章 １９４７年の県会議員選挙

第２章 １９５１年の県会議員選挙

第３章 １９５５年の県会議員選挙

第４章 １９５９年の県会議員選挙

第５章 １９６３年の県会議員選挙

第６章 １９６７年の県会議員選挙

第７章 １９７１年の県会議員選挙

第８章 １９７５年の県会議員選挙

第９章 １９７９年の県会議員選挙

第１０章 １９８３年の県会議員選挙（以上『専修法学論集』第１３４号，２０１８年１１月）

第１１章 １９８７年の県会議員選挙

第１２章 １９９１年の県会議員選挙

第１３章 １９９５年の県会議員選挙

第１４章 １９９９年の県会議員選挙

第１５章 ２００３年の県会議員選挙

第１６章 ２００７年の県会議員選挙

第１７章 ２０１１年の県会議員選挙

第１８章 ２０１５年の県会議員選挙

第１９章 県会議員補欠選挙

結び （以上『社会科学年報』第５３号，２０１９年２月）

第二部 歴代正副議長―経歴・得票数・横顔

第１章 議長：櫻田清芽，副議長：中野吉太郎

第２章 議長：中島清助，副議長：中村清次郎

第３章 議長：大島勇太郎，副議長：阿部敏雄

第４章 議長：田澤吉郎，副議長：白鳥大八

第５章 議長：菅原光泊，副議長：外川鶴松

第６章 議長：小倉豊，副議長：中村拓道

第７章 議長：三浦道雄，副議長：藤田重雄

第８章 議長：三村泰右，副議長：米沢鉄五郎

第９章 議長：毛内豊吉

第１０章 議長：白鳥大八，副議長：秋山皐二郎

第１１章 議長：古瀬兵次，副議長：茨島豊蔵

第１２章 議長：寺下岩蔵，副議長：秋田正

第１３章 議長：小坂甚義，副議長：岡山久吉
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第１４章 議長：小野清七，副議長：工藤重行

第１５章 議長：中村富士夫，副議長：松尾官平

第１６章 議長：山田寅三，副議長：福沢芳穂

第１７章 議長：藤田重雄，副議長：成田芳造

第１８章 議長：秋田正，副議長：滝沢章次

第１９章 議長：菊池利一郎，副議長：佐藤寿

第２０章 議長：脇川利勝，副議長：神四平

（以上『専修法学論集』第１３５号，２０１９年３月）

第２１章 議長：吉田博彦，副議長：中里信男

第２２章 議長：石田清治，副議長：毛内喜代秋

第２３章 議長：今井盛男，副議長：野沢剛

第２４章 議長：原田一實，副議長：森内勇

第２５章 議長：工藤省三，副議長：山内和夫

第２６章 議長：鳴海広道，副議長：芳賀富弘

第２７章 議長：小原文平，副議長：沢田啓

第２８章 議長：佐藤寿，副議長：清藤六郎

第２９章 議長：高橋長次郎，副議長：丸井彪

第３０章 議長：高橋弘一，副議長：長峰一造

第３１章 議長：毛内喜代秋，副議長：中村寿文

第３２章 議長：太田定昭，副議長：間山隆彦

第３３章 議長：秋田柾則，副議長：平井保光

第３４章 議長：冨田重次郎，副議長：神山久志

第３５章 副議長：小比類巻雅明

第３６章 議長：上野正蔵，副議長：小比類巻雅明

第３７章 議長：山内和夫，副議長：西谷洌

第３８章 議長：成田一憲，副議長：滝沢求

第３９章 議長：神山久志，副議長：大見光男

第４０章 議長：田中順造，副議長：清水悦郎

第４１章 議長：長尾忠行，副議長：中谷純逸

第４２章 議長：高樋憲，副議長：相川正光

第４３章 議長：西谷洌，副議長：森内之保留

第４４章 議長：阿部広悦，副議長：越前陽悦

第４５章 議長：清水悦郎，副議長：工藤兼光

第４６章 議長：熊谷雄一，副議長：山谷清文

結び （以上『専修法学論集』第１３６号，２０１９年７月）
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（第８１代議長 熊谷雄一：２０１７年３月２２日就任）

＜参考資料＞

�戦後青森県会議員選挙の投票率
�戦後県議選の党派別当選者
�戦後県議選の無投票当選者
�戦後青森県の県会議員定数，選挙区の変更
�戦後青森県の正副議長のデータ

（就任年齢・当選回数・会派・平均得票数・選挙区・学歴）

�戦後の県会議員経験者で衆参議員・市町長当選者
あとがき

第二部 歴代正副議長―経歴・得票数・横顔

第２１章 議長：吉田博彦，副議長：中里信男（１９８３年５月１０日，就任）

＜目次＞

１．はじめに

２．吉田博彦

３．中里信男

４．おわりに
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１．はじめに

１９８３年４月１０日に行われた県議選では，自民党は３２人の当選に終わった。

だが，無所属から当選者５人を引き抜き，３７議席とした。一方，社会党は

７人，共産党は２人，公明党は２人，民社党は１人，および無所属は８人

当選した。

今回の選挙では，新旧交代の荒波に襲われ，現職議員が新人に追撃され

て多数落選を喫した。実際，自民党は，元副議長の佐藤寿，県連総務会長

の木村章一，および副幹事長の山内和夫らが落選している。その結果，新

人１５人が誕生した（藤本一美『戦後青森県政治史 １９４５年～２０１５年』〔志學社，

２０１６年〕，２５２～２５３頁）。

５月１０日から３日の日程で第７３回臨時会―「組織会」を招集，その冒頭

の１０日，新議長に，自民党で上北郡選出の当選５回の吉田博彦（６０歳）が，

また副議長には，同じく自民党で八戸市選出の当選４回の中里信男（５５

歳）が選ばれた。ただ，自民党内の「選挙委員会」がもめたため，正副議

長の任期についてはふれないままの“見切り発車”となった（「県議会」『東

奥年鑑 １９８４年版』〔東奥日報社，１９８３年〕，１８０頁，「正副議長人事の舞台裏―

たらい回し許さぬ」『デーリー東北』１９８３年５月１１日）。

２．吉田博彦

� 経歴

吉田博彦は１９２２年７月３１日，東京で生まれた。東京農大を中退し，産業

能率大学を卒業した。六戸村議を経て，１９５５年，六戸町長に当選，連続３

期務めた。１９６７年，県議に転身して当選，これを連続５期務め，１９８３年，

議長に就任している。北村正哉元知事とは従弟同士だ。吉田は，自民党県

連政調副会長など歴任し，１９７７年，藍綬褒章を受章。また同年，全国議長

会より，自治功労者として表彰された。１９９５年９月１５日に死去，享年７３で

あった（『青森県人名大事典』〔東奥日報社，１９６９年〕，８４５頁，『青森県議会史
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自昭和５０年～至昭和５３年』〔青森県議会，１９８９年〕，１４５１頁）。

� 県議選での得票

・１９６７年４月の県議選 １１，６９７票（第一位） 自民党

・１９７１年４月の県議選 ９，６８６票（第三位） 々

・１９７５年４月の県議選 １０，４１７票（第三位） 々

・１９７９年４月の県議選 １３，７３３票（第二位） 々

・１９８３年４月の県議選 １１，０００票（第三位） 々

（平均得票数） １１，３０７票

� 横顔

吉田博彦は元々，六戸町の旧家の出身で，父親の仕事関係により東京，

大阪暮らしが長かった。戦後，単身六戸町に戻り，１９５１年，六戸村議に当

選した。以後，六戸村長選，六戸町長選，県議選と選挙では負けを知らな

い。吉田は県議会内では「農林族」として活躍し，働くことが趣味だとい

うが，ゴルフが大好きで「ゴルフ歴は県内で一番古いほう」だと自負する。

六戸町長時代に，通信教育で産業能率大を卒業した勉強家でもある（「こ

の人」『東奥日報』１９８３年５月１１日，「きょうの顔」『陸奥新報』１９８３年５月１１日，

「ひと」『デーリー東北』１９８３年５月１１日）。

３．中里信男

� 経歴

中里信男は１９２８年７月１０日，岩手県に生まれた。盛岡工業学校卒，秋田

鉱山専門学校を中退した。１９５７年，東北建機工業株式会社取締役に就任。

１９６４年，八戸鉄工協同組合理事長，八戸鉄工連合会会長などを歴任した。

１９６７年，八戸市議に当選。１９７１年，県議に転出して当選，４期務めた。こ

の間，１９８３年，副議長に就任している。中里は１９８９年から２００１年まで，八
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戸市長を３期務め，自民党県連政調副会長など歴任した。通産大臣賞，発

明功労賞，特許庁長官賞を受賞している。２０１３年７月１５日に死去，享年８６

であった（『青森県議会史 自昭和５０年～至昭和５３年』〔青森県議会，１９８９年〕，１４４６

頁，『青森県人名事典』〔東奥日報社，２００２年〕，９７５頁）。

� 県議選での得票

・１９７１年４月の県議選 ９，４６４票（第五位） 自民党

・１９７５年４月の県議選 １０，５７９票（第四位） 々

・１９７９年４月の県議選 １３，０３０票（第一位） 々

・１９８３年４月の県議選 １５，５５１票（第二位） 々

（平均得票数） １２，１５６票

� 横顔

中里信男は，岩手県出身である。盛岡工業学校卒，秋田鉱山専門学校を

中退した。八戸市議１期を経て，県議に４期当選し，副議長に就任した。

その後，八戸市長を３期務めた。鉄鋼業出身だけに「鉄のように固い人」

との評がある。中里は「中小企業の立場に立って政策に反映させるのが私

の政治家としての役割」と言い切る。趣味は，山歩き，狩猟，クレー射撃。

『中小企業経営の手引きー健全企業の在り方をめぐって』〔１９８２年〕などの

著作もある。好きな言葉は「誠心」だという（「この人」『東奥日報』１９８３年

５月１１日，「ひと」『デーリー東北』１９８３年５月１１日）。

４．おわりに

既述のように，県議会は正副議長に，吉田博彦と中里信男を選出した。

議会の主導権を握る自民党内（３７人）内で，ポストの“たらい回し”をめ

ぐって長老と１２人の新人たちが激しく対立し，最終的に新人たちに押し切

られた形で決着，新人たちは，「はばたく会」を結成した。

戦後青森県の県会議員選挙と歴代議長 � 119



確かに，正副議長のたらい回しは全国的傾向であって，何も本県に固有

の問題ではない。全国都道府県議会議長会の調べでは，議長４年任期は６

県にすぎず，１年交代が２１県もあるという。今回新人議員の申し入れは，

�正副議長は任期４年を全うさせる，�次善策として最低２年間とする，

という内容であった。「長老支配」にかみついた新人議員たちの申し入れ

は正論である，といってよいだろう（「解説：長老，新人激しく対立」『東奥

日報』１９８３年５月１１日，「社説：議長権威を自ら低める議会」『陸奥新報』１９８３

年５月１２日，「正副議長人事の舞台裏―たらい回しは許さぬ」『デーリー東北』

１９８３年５月１１日）。

第２２章 議長：石田清治，副議長：毛内喜代秋（１９８４年１０月１２日，就任）

＜目次＞

１．はじめに

２．石田清治

３．毛内喜代秋

４．おわりに

１．はじめに

県議会の第１５８回定例会は，１９８４年６月６日から２１日まで開催された。

前年，１９８３年５月の第７３回臨時議会で，吉田博彦議長－中里信男副議長体

制がスタートしてから１年経過していた。そこで，自民党内から今議会中

に正副議長を交代する声があがった。しかし，重要案件を抱え，混乱を避

けたいという思惑と後任人事を絞り切れない理由から見送りとなった（「県

議会」『東奥年鑑 １９８５年版』〔東奥日報社，１９８４年〕，１７７頁）。

次いで第１５９回定例会が９月２７日から１０月１２日まで開催され，議会最終

日の１０月１２日，自民党は党内にくすぶっていた正副議長交代を強行した。

新議長候補には，自民党所属で西津軽郡選出の当選５回を数える石田清治

（７０歳）を，また副議長候補に，同じく自民党所属で青森市選出の当選３

120 専修法学論集 第１３６号



回の毛内喜代秋（５７歳）を選び，議員総会に諮って了承を得た。

これには，野党はこぞって反対し，議会運営委員会がマヒし混乱した。

だが，自民党は本会議で，野党欠席のまま正副議長選挙を行い，石田―毛

内の正副議長コンビを実現させた（「県議会」『東奥年鑑 １９８６年版』〔東奥日

報社，１９８５年〕，１７２頁）。

２．石田清治

� 経歴

石田清治は１９１４年３月５日，西津軽郡柴田村（現・つがる市）に生まれ

た。東京農大卒業後，県庁に勤務。１９５１年，柴田村議，柴田村農協組合長

を経て，村議会議長に就任している。１９５２年，柴田村長に当選し，１９５９年，

木造町収入役，同助役を務めた。石田は県農業共済組合連合会長，西津軽

郡土地改良区理事長を経て，１９６９年県議会議員補欠選（西津軽郡選挙区）

で当選，５期連続当選。この間，１９８４年，議長に就任している。自民党県

連党紀委員長などを歴任，１９９７年に死去，享年８３であった（『青森県議会史

自昭和５０年～至昭和５３年』〔青森県議会，１９８９年〕，１４４９頁）。

� 県議選での得票

・１９６９年９月の県議補選 １３，０７３票（第一位） 自民党

・１９７１年４月の県議選 １１，５２２票（第二位） 々

・１９７５年４月の県議選 １２，５５８票（第一位） 々

・１９７９年４月の県議選 １２，８４５票（第一位） 々

・１９８３年４月の県議選 １２，４５３票（第三位） 々

（平均得票数） １２，４９０票

� 横顔

石田清治は，柴田村（木造町，その後つがる市）出身である。東京農大
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卒で，戦後間もなく柴田村農協長を経て，同村議を振り出しに議長，村長

に就任した。木造町に合併後は，同収入役，助役を歴任するなど，政治歴

は古い。石田は，木造新田１万１千へクタールを受益面積にする西津軽土

地改良区理事長，県農業共済連合会長など土地改良を中心に農業団体の重

職を担う，農業土地改良の推進者である。白髪がよく似合う“おじさま”

タイプで，趣味は将棋，山歩きだという（「この人」『東奥日報』１９８４年１０月

１４日，「きょうの顔」『陸奥新報』１９８４年１０月１４日）。

３．毛内喜代秋

� 経歴

毛内喜代秋は１９２６年１１月１日，五所川原町に生まれた。仙台逓信講習所

卒後，五所川原郵便局員となり，１９４５年４月，東奥日報社に入社した。社

会部次長，整理部次長，およびラジオテレビ部長を歴任し，１９６９年に退社。

１９７０年，青森市議に，また１９７５年，県議に転じて当選し，通算６期務めた

（１９８７年落選，１９９１年に返り咲く）。その間，１９８４年，副議長に就任してい

る。毛内は１９７４年，県都食品協同組合長，青森市朝野球協会会長などを歴

任した（『青森県議会史 自昭和５０年～至昭和５３年』〔青森県議会，１９８９年〕，１４４４

頁，『青森県人名事典』〔東奥日報社，２００２年〕，１０６５頁）。

� 県議選での得票

・１９７５年４月の県議選 １０，９５６票（第四位） 無所属

・１９７９年４月の県議選 １１，９４９票（第五位） 々

・１９８３年４月の県議選 １２，３０４票（第八位） 自民党

・１９９１年４月の県議選 １１，６６５票（第四位） 々

・１９９５年４月の県議選 １０，１１３票（第七位） 々

・１９９９年４月の県議選 ９，６９９票（第七位） 々

（平均得票数） １１，１１４票
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� 横顔

毛内喜代秋は，五所川原町出身である。仙台通信講習所を卒業して，五

所川原郵便局に勤務した。１９４５年，東奥日報社に入社し，戦後の混乱期を

社会部，政治部記者として走り回った。その後，青森市議を経て，県議に

当選し副議長に就任している。新聞記者出身だけに，カンと行動力には定

評がある。毛内は議会活動のかたわら，中小企業の振興に務め，県中小企

業団体連合会理事，県信用保証協会理事に就任した。スポーツは県，市の

朝野球協会の副会長を務めるほどの愛好家で，趣味はゴルフだという（「こ

の人」『東奥日報』１９８４年１０月１４日，「きょうの顔」『陸奥新報』１９８４年１０月１４日）。

４．おわりに

県議会の最終日の１０月１２日，議長交代劇で本会議が空転した。「たらい

回し人事」について野党が，茶番劇，サル芝居だと反乱したのだ。結局，

脚本通り，本会議で自民党多数でもって新正副議長が誕生したが，１期２

人制から１期３人制が慣例化し前回，改革を唱えた１年生議員からも交代

論がでるしまつで，結局，元のもくあみに戻ってしまった（「冬夏提言」『陸

奥新報』１９８４年１０月１３日，「批判黙殺，たらい回し」『東奥日報』１９８４年１０月１３日）。

第２３章 議長：今井盛男，副議長：野沢剛（１９８６年３月２４日，就任）

＜目次＞

１．はじめに

２．今井盛男

３．野沢剛

４．おわりに

１．はじめに

県議会の第１６５回定例会は，１９８６年２月２８日から３月２４日まで開催され，

３月２４日の最終日に，自民党が正副議長の交代を強行した。全野党が審議
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をボイコットする中で，自民党単独により，議長には自民党で南津軽郡選

出の当選５回の今井盛男（６０歳）を，また副議長には，同じく自民党で八

戸市選出の当選３回を数える野沢剛（６０歳）を選んだ。このため，各党が

合意していた「東北新幹線対策特別委員会」の設置はご破算となるなど，

野党の反発を招いた県議会は，混乱の中で閉会を余儀なくされた（「県議

会」『東奥年鑑 １９８７年版』〔東奥日報社，１９８６年〕，１６６頁）。

２．今井盛男

� 経歴

今井盛男は１９２６年１１月１０日，南津軽郡平賀町に生まれた。弘前工業学校

機械科卒で，中島飛行機製作所に勤務した。戦後，リンゴ移出商，家電販

売業を経営し，１９５５年，平賀町議に当選，連続４期務めた。１９７０年１月の

県議補欠選で当選，これを６期務めた。この間，１９８６年，議長に就任して

いる。今井は平賀商工会長，全国都道府県議会議長会副会長などを歴任し，

また自民党県連副幹事長などに就任した。１９９６年には，勲三等瑞宝章を受

章している（『青森県人名事典』〔東奥日報社，２００２年〕，７８０頁）。

� 県議選での得票

・１９７０年１月の県議補選 ９，９０４票（第一位） 自民党

・１９７１年４月の県議選 ９，８７２票（第二位） 々

・１９７５年４月の県議選 １１，２８３票（第三位） 々

・１９７９年４月の県議選 １３，８３１票（第一位） 々

・１９８３年４月の県議選 １１，７５３票（第四位） 々

・１９８７年４月の県議選 １２，４２７票（第二位） 々

（平均得票数） １１，５１２票
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� 横顔

今井盛男は，平賀町出身である。弘前工業卒。政界入りは，平賀町議で

あった父の影響で，１９５５年，平賀町議に当選，４期務め，１９７０年，県議に

転身して当選６期務めた。この道３０年の政治の大ベテランで，財政，経済

にはうるさ型だ。県議会では，議会運営委員長をこなした手腕が実証済み

だという。今井は商工人であり，県信用保証協会理事，県商工連合会副会

長を歴任するなど，中小企業者に顔が広い。学生時代から卓球，相撲，テ

ニスなどを愛するスポーツマンである一方，自らピアノを弾き，クラシッ

ク音楽を楽しむ趣味をもつ（『東奥日報』１９８６年３月２５日，「きょうの顔」『陸

奥新報』１９８６年３月２６日）。

３．野沢剛

� 経歴

野沢剛は１９２５年８月８日，八戸市に生まれた。県立八戸中学卒。１９５３年，

妻神建設株式会社常務取締役に就任。１９５９年，八戸市議に当選。連続４期

当選を果たした。１９７５年，県議に転身して当選，連続７期務めた。この

間，１９８６年，副議長に就任している。野沢は１９８６年，県消防協会会長に就

任し，また自民党県連副幹事長など歴任した。藍綬褒章や消防長官功労賞

を受けた。２０１１年１２月１０日に死去，享年８６であった（『青森県人名事典』〔東

奥日報社，２００２年〕，１００１頁）。

� 県議選での得票

・１９７５年４月の県議選 ８，７４９票（第七位） 自民党

・１９７９年４月の県議選 ９，３５８票（第七位） 々

・１９８３年４月の県議選 １０，０２０票（第六位） 々

・１９８７年４月の県議選 １１，４９２票（第五位） 々

・１９９１年４月の県議選 ９，５４７票（第六位） 々
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・１９９５年４月の県議選 １１，５１２票（第四位） 新進党

・１９９９年４月の県議選 １０，１６６票（第五位） 無所属

（平均得票数） １０，１２１票

� 横顔

野沢剛は，八戸市出身である。県立八戸中学卒後に予科練を志望，三沢

の特攻隊に配属された。１９６９年，３度目の挑戦で，八戸市議に当選，時に，３３

歳。連続４期務めた。その後，県議に転身して当選，連続７期務めた。１９８６

年，副議長に就任。剛の名前が示すように“質実剛健”の人だという。政

治信条は「誠心誠意」。剣道は練士５段の腕前だ（『東奥日報』１９８６年３月

２５日，「きょうの顔」『陸奥新報』１９８６年３月２６日）。

４．おわりに

本章の冒頭でも指摘したように，自民党は大義名分のない正副議長の交

代を断行した。しかも，県政の重要な課題である，東北新幹線特別委員会

の設置を犠牲にしてしまった。こうして事態について，『東奥日報』は次

のように批判した。まさに正論である。

「野党のボイコット，自民党の単独審議は異常な事態といわねばならな

い。その責任の大半は理不尽ともいえる議長交代を強行した自民党にある

といってよい。背景にポストに対する異常な執着という多分に私的な動機

のほか，多数派が常に抱いている派閥争いという要求を見逃すわけにいか

ない」（「社説：なぜいま正副議長交代か」『東奥日報』１９８６年３月２５日）。
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第２４章 議長：原田一實，副議長：森内勇（１９８７年５月１２日，就任）

＜目次＞

１．はじめに

２．原田一實

３．森内勇

４．おわりに

１．はじめに

第１１回県議選は１９８７年４月１２日に行われ，新しい５１人の県議が決まった。

当選者は，自民党２８人，社会党８人，共産党３人，公明党３人，民社党１

人，および無所属９人であった。自民党は９議席を失って苦杯（その後，

無所属から２人加えて３０議席）。一方，社会党，共産党の革新勢力が躍進

した。今回の県議選では，新人１５人が当選したのが特筆される（藤本一美

『戦後青森県政治史 １９４５年～２０１５年』〔志學社，２０１６年〕，２７４頁）。

県議会の第７６回臨時会―「組織会」が５月１２日に開会され，新議長には

自民党で北津軽選出の当選５回の原田一實（５７歳）が，また副議長には，

同じく自民党で，青森市選出の当選３回の森内勇（４９歳）が選出された。

議会で過半数を占めた自民党は，正副議長職のみならず，正副委員長職ポ

ストをすべて独占した（「県議会」『東奥年鑑 １９８８年版』〔東奥日報社，１９８７

年〕，１６６頁）。

２．原田一實

� 経歴

原田一實は１９２９年７月１０日，北津軽郡金木町（現・五所川原市）に生ま

れた。県立木造中学卒，日本大学農学部を中退している。１９６０年，金木町

議当選，連続３期当選し，議長を務めた。１９７１年，県議に転出して当選，

これを５期連続当選した。この間，１９８７年，議長に就任している。原田は

自民党県連幹事長などを歴任し，県土地改連盟会長，全国土地改連理事な
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どを務めた。県相撲連盟会長で藍綬褒賞や勲三等瑞宝章を受けている。

２０１１年１１月１３日に死去し，享年８２であった（『青森県人名事典』〔東奥日報社，

２００２年〕，１０１７頁，「きょうの顔」『陸奥新報』１９８７年５月１３日）。

� 県議選での得票

・１９７１年４月の県議選 ８，０３７票（第二位） 自民党

・１９７５年４月の県議選 ９，７５１票（第二位） 々

・１９７９年４月の県議選 無投票当選 々

・１９８３年４月の県議選 １０，９２３票（第二位） 々

・１９８７年４月の県議選 １１，３９６票（第一位） 々

（平均得票数） １０，０２７票

� 横顔

原田一實は，旧金木町（現・五所川原市）嘉瀬出身である。旧制の木造

中学を経て，日大農学部に進学したものの，中退している。日大時代は相

撲部に籍を置いた。金木町議３期，県議５期と政治歴は３０年を超す。原田

は実行力を買われ，町議，県議でも議長に就任している。「農政をいかに

確立するか。増える農家負担。米問題などに議会としての指針をしっかり

と持ち対処していきたい」と第一次産業を重視する。“ドンチュウ”の

ニックネームで慕われ，趣味は読書，旅行だという（「この人」『東奥日

報』１９８７年５月１３日，「きょうの顔」『陸奥新報』１９８７年５月１３日，『青森県人名

事典』〔東奥日報社，２００２年〕，１０１７頁）。

３．森内勇

� 経歴

森内勇は１９３８年３月２日，青森市に生まれた。東京師導音楽学校卒。１９５７

年，森内畜産を創設した。青森市農業協同組合理事などを歴任し，１９７１年，
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青森市議当選，１期務めた。１９７９年，県議に転身して当選，連続５期務め

た。この間，１９８７年，副議長に就任している。森内は県食肉環境衛生同業

組合理事長，協同組合青森ビーフ流通センター会長などを歴任し，自民党

県連総務会副会長を務めた。２００５年には，外ヶ浜町長選に出馬して当選，

３期務めた（『青森県議会史 自昭和５８年～至昭和６１年』〔青森県議会，１９９８

年〕，１２７０頁）。

� 県議選での得票

・１９７９年４月の県議選 １０，８６６票（第八位） 新自ク

・１９８３年４月の県議選 １３，０８４票（第六位） 自民党

・１９８７年４月の県議選 １１，７２９票（第六位） 々

・１９９１年４月の県議選 １４，３０６票（第一位） 々

・１９９５年４月の県議選 １２，８７２票（第二位） 々

（平均得票数） １２，５７１票

� 横顔

森内勇は，青森市出身である。若い頃から民謡が好きで歌手を目指し，

東京師導音楽学校を卒業している。１９歳の時，北海道で馬の買い付けを手

掛け，森内畜産を創業し，農政畑を歩いた。１９７４年，自民党公認で青森市

議に，１９７９年，新自由ク公認で県議に転身。その後，同クラブと袂を分か

ち，自民党に復党，連続５期務め，この間副議長に就任している。森内は

２００５年，外ヶ浜町長に当選，３期務めた。趣味はゴルフだ。「努力」「まじ

め」が信条で，酒が入れば民謡も飛び出す，という。現県議の森内之保留

は息子である（「きょうの顔」『陸奥新報』１９８７年５月１３日，「この人」『東奥日

報』１９８７年５月１３日）。
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３．おわりに

１９８７年５月１２日，県議会の臨時会―「組織会」が開会され，予想通り正

副議長は多数を占める自民党の原田一實と森内勇に決定した。今回，自民

党は現職１１人が大量に落選，現有議席を９減らし，公認候補者の当選は新

人を含めて２８人にとどまった。そのためかどうかは知らないが，議長交代

の密約は表面化せず，スンナリと決定を見た。しかし，議長の任期は，工

藤省三（５期），佐藤寿（５期）などを含めた３人でたらい回しになりそ

うだ，という。困った悪習である（「議長に原田，副議長森内氏―今回も津軽

から選出」『陸奥新報』１９８７年５月１３日）。

第２５章 議長：工藤省三，副議長：山内和夫（１９８９年３月２０日，就任）

＜目次＞

１．はじめに

２．工藤省三

３．山内和夫

４．おわりに

１．はじめに

県議会の第１１７回定例会は，１９８９年２月２８日から３月２０日まで開催され，

県議会最終日の３月２０日，正副議長の交代が追加議題に取り上げられ，新

しい議長に，自民党所属で上北郡選出の当選５回の工藤省三（６２歳）を，

また副議長には，同じく自民党所属で青森市選出の当選３回の山内和夫（５７

歳）を選出した。これには，社会党と共産党が，自民党の「たらい回し」

人事だと強く反発したものの，しかし，本会議では賛成多数で自民党側に

押し切られた（「工藤省議長に山内副議長」『デーリー東北』１９８９年３月２１日，

「県議会」『東奥年鑑 １９８０年版』〔東奥日報社，１９７９年〕，１８５頁）。
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２．工藤省三

� 経歴

工藤省三は１９２６年１２月７日，上北郡天間林村に生まれた。三本木農学校

卒。１９４３年，農業に従事した。１９４６年，天間林村工藤製材所に勤務し，天

間林村一本木開拓農協組合長，工藤組代表取締役などを歴任した。１９７１年，

県議に当選，連続９期務めた。この間，１９８９年，議長に就任している。工

藤は，自民党県連幹事長などを歴任し，１９８６年には，全国議長会より自治

功労者として表彰された。２０１０年１１月１６日に死去，享年８３であった（『青

森県議会史 自昭和５８年～至昭和６１年』〔青森県議会，１９９８年〕，１２７７頁）。

� 県議選での得票

・１９７１年４月の県議選 ８，３４２票（第三位） 無所属

・１９７５年４月の県議選 １１，４６３票（第一位） 自民党

・１９７９年４月の県議選 １４，３３４票（第一位） 々

・１９８３年４月の県議選 １６，６０２票（第一位） 々

・１９８７年４月の県議選 １２，１６６票（第一位） 々

・１９９１年４月の県議選 １３，１３１票（第三位） 々

・１９９５年４月の県議選 １３，９７０票（第一位） 無所属

・１９９９年４月の県議選 １２，７９４票（第一位） 自民党

・２００３年４月の県議選 無投票当選 々

（平均得票数） １２，８５０票

� 横顔

工藤省三は，天間林村出身である。三本木農学校卒。１９７１年に県議に初

当選以後，９期連続当選を果たした。最後の２００３年は，無投票当選である。

趣味は釣りとマージャン。現県議の工藤慎康は，省三の孫で，上北郡選挙

区では「工藤王国」が議席を堅持している（「きょうの顔」『陸奥新報』１９８９
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年３月２１日，「この人」『東奥日報』１９８９年３月２１日）。

３．山内和夫

� 経歴

山内和夫は１９３１年７月１８日，青森市に生まれた。青森工業高校を経て，

政治大学校卒。１９５１年，山内板金株式会社に勤務。１９６３年，県連合青年団

長に就任。１９６７年，青森市議に当選，連続２期務めた。１９７５年，県議に転

身して当選，通算８期務めた（１９８３年落選，１９８７年に返り咲く）。この間，１９８９

年，副議長に，２００４年には議長に就任している。山内は自民党県連総務会

長などを歴任し，１９８１年，県トランポリン協会会長，県環境衛生同業組合

理事長などを務めた（『青森県人名事典』〔東奥日報社，２００２年〕，１０７３頁，『青

森県議会史 自昭和５４年～至昭和５７年』〔青森県議会，１９９６年〕，１３０４頁）。

� 県議選での得票数

・１９７５年４月の県議選 １１，７３１票（第三位） 自民党

・１９７９年４月の県議選 １２，５４８票（第三位） 々

・１９８７年４月の県議選 １６，２４５票（第一位） 々

・１９９１年４月の県議選 １３，９２９票（第二位） 々

・１９９５年４月の県議選 １２，７８８票（第三位） 々

・１９９９年４月の県議選 １１，６４３票（第四位） 々

・２００３年４月の県議選 １１，９９４票（第三位） 々

・２００７年４月の県議選 １１，３７３票（第六位） 々

（平均得票数） １２，７８１票

� 横顔

山内和夫は青森市出身である。青森工業高校，政治大学校卒。青年団で

活躍し，青森市連合青年団長，県連合青年団長を務めた。青森市議を経て，
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県議に当選，通算８期務め，副議長，議長に就任している。「まじめすぎ

る」とは自他ともに認める性格だそうだ。山内は「政治に信頼を」が政治

信条で，趣味は山歩き，読書，および演劇鑑賞である（「この人」『東奥日

報』１９８９年３月２１日，「きょうの顔」『陸奥新報』１９８９年３月２１日）。

４．おわりに

今回の正副議長交代は，１期４年間に３人体制を慣例としている自民党

のお家芸が背後にあった。人事回転を速めるため，慣例を維持してきたの

だ。原田一實，森内勇の現正副議長は１９８７年５月に就任し，満２年近くに

なる。そこで，交代時期について昨年１９８８年９月の議会から論議されてい

たものの，東北新幹線問題や自民党議員団の分裂で見送られていた。この

ため，今回，正副議長の交代が浮上し，最終的には，野党の反対を押し切

り，議長には工藤省三を，副議長には山内和夫を選出したのである（「工

藤省三議長に山内副議長」『デーリー東北』１９８９年３月２１日，「新議長に工藤省

三」『東奥日報』１９８９年３月２１日）。

第２６章 議長：鳴海広道，副議長：芳賀富弘（１９９１年５月１３日，就任）

＜目次＞

１．はじめに

２．鳴海広道

３．芳賀富弘

４．おわりに

１．はじめに

１９９１年４月７日に県議選が行われ，５１人の新県議が決定した。党派別で

は，自民党３０人，公明党２人，社会党１人，民社党１人，農政連１人，お

よび無所属が１６人で，社会党は７議席から一挙に１議席に，また共産党は

３議席からゼロと惨敗した。これに対して，自民党は現職が全員当選し，
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現有議席と同じ３０議席を確保した。その後，保守系無所属から１０人が大量

に入党，最終的に４０議席という大所帯に膨らんだ（藤本一美『戦後青森県

政治史 １９４５年～２０１５年』〔志學社，２０１６年〕，２９９～３００頁）。

第７９県議会の臨時会は５月１３日に招集され，「組織会」が開かれた。同

日の本会議で，議長には自民党で黒石市選出の当選５回の鳴海広道（５０

歳）を，また副議長には，同じく自民党で弘前市選出の当選３回の芳賀富

弘（６６歳）を選出した。自民党は県議選での圧勝を踏まえて，正副議長職

のみならず，全ての常任委員会の委員長職を独占した（『東奥年鑑 １９９２年

版』〔東奥日報社，１９９１年〕，１６８頁）。

なお，先の１８１回定例会（１９９０年２月２８日～３月２２日）の最終日の２２日，

議長交代問題で紛糾し，自民党内の協議により，結局，工藤省三の議長続

行で決着している。このような議会運営のゴタゴタが，他の会派から厳し

く批判されたのは，いうまでもない（「県議会」『東奥年鑑 １９９１年版』〔東

奥日報社，１９９０年〕，１６６頁）。

２．鳴海広道

� 経歴

鳴海広道は１９４１年３月１０日，黒石町に生まれた。柏木農業高校卒，日本

大学法学部を中退している。１９６７年，黒石市議当選，２期務めた。１９７５年，

県議に転じて当選，通算６期務め，この間，１９９１年，議長に就任している。

１９９８年，黒石市長に当選，４期務めた。鳴海は自民党県連政調会長などを

歴任し，１９８５年，全国議長会より自治功労者として表彰された。また，青

森県躰道協会会長，浅瀬石川土地改良区理事長などに就任している（『青

森県議会史 自昭和５８年～至昭和６１年』〔青森県議会，１９９８年〕，１２７３頁，『青森

県人名事典』〔東奥日報社，２００２年〕，９９１頁）。
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� 県議選での得票数

・１９７５年４月の県議選 １１，５６７票（第一位） 自民党

・１９７８年７月の県議補選 １３，７８６票（第一位） 々

・１９７９年４月の県議選 １３，９７６票（第一位） 々

・１９８３年４月の県議選 １４，５６９票（第一位） 々

・１９８７年４月の県議選 １３，８５６票（第一位） 々

・１９９１年４月の県議選 無投票当選 々

（平均得票数） １３，５５１票

� 横顔

鳴海広道は，黒石市出身である。柏木農業高校卒。日大法学部中退。黒

石市議を経て，県議通算６期，１９９１年，議長に就任した。選挙には強く，

最後は無投票で当選している。その後，黒石市長に当選，４期務めた。県

議会議長に就任した時の挨拶で，「県政の課題として，東北新幹線の早期

着工と農政の新しい展開」を挙げた。鳴海の好きな言葉は「ベストを尽く

す」。趣味はゴルフ，躰道（五段），読書で，アルコールは苦手の左党であ

る（「この人」『東奥日報』１９９１年５月１４日，「きょうの顔」『陸奥新報』１９９１年

５月１４日，『青森県人名事典』〔東奥日報社，２００２年〕，９９１頁）。

３．芳賀富弘

� 経歴

芳賀富弘は１９２５年４月２６日，弘前市に生まれた。県立木造中学を経て，

青森医専を卒業した。１９５７年，医学博士号を取得し，１９５８年，板柳町立病

院，弘前市立石川病院勤務を経て，１９６４年，芳賀産婦人科医院を開業した。

１９８３年，県議に当選，これを５期連続務めた。この間，１９９１年，副議長に

就任している。芳賀は青森県臨床婦人科医会副理事長，弘前特別養護老人

ホーム理事長などを歴任し，１９９９年，日本文化功労賞，２００１年には，リン
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カン世界平和賞を授与された。２０１０年１２月に死去，享年８５であった（『青

森県議会史 自昭和５８年～至昭和６１年』〔青森県議会，１９９８年〕，１２７１頁，『青森

県人名事典』〔東奥日報社，２００２年〕，１００３頁）。

� 県議選での得票

・１９８３年４月の県議選 １０，６３９票（第六位） 自民党

・１９８７年４月の県議選 １２，８００票（第三位） 々

・１９９１年４月の県議選 １３，２４４票（第一位） 々

・１９９５年４月の県議選 １３，１６９票（第一位） 無所属

・１９９９年４月の県議選 ９，６９２票（第五位） 々

（平均得票数） １１，９０９票

� 横顔

芳賀富弘は弘前市出身である。旧制の県立木造中学を経て，青森医専卒。

弘前で産婦人科医院を開院した。「医療，福祉の向上のため尽力してきた

が，限界を感じ」，医師から県議に転身。１９９１年，副議長に就任した。１９８８

年，東北新幹線盛岡以北の着工が第三位となり，そのため自民党を離れて

「自由クラブ」を結成。１９９９年，本格着工で，自民党に復党した。医院は

娘の夫にまかせて，政治活動に専念している。趣味はゴルフと釣り。好き

な言葉は「心」だそうだ（「この人」『東奥日報』１９９１年５月１４日，「きょうの

顔」『陸奥新報』１９９１年５月１４日）。

４．おわりに

自民党県議団は１９９１年５月１３日，議員総会を開き，正副議長候補につい

て，「選考委員会」の報告を求め，議長に県連幹事長の鳴海弘道を，また

副議長に芳賀富弘を選んだ。従来，議長は当選５回以上，副議長は３回以

上という慣例をもとに，当選の連続性や副議長の経験を加味し，「党への
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貢献度」（選挙戦での“論功行賞”）を最優先させた。この点が４０人を抱え

る大所帯の自民党内で異論をはさませない最良の策として功奏した，とい

える（「人選，貢献度を重視―自民党県議団」『陸奥新報』１９９１年５月１４日）。

県議選での圧勝を踏まえて，自民党は各常任委員会の正副委員長を独占

しただけでない。議会運営委員会の１０人の委員も独占（５人以上の会派か

らのみ正委員），県議会史上，一会派の議運委独占は初めてのことである

（『東奥日報』１９９１年５月１４日）。

第２７章 議長：小原文平（１９９２年１０月１５日，就任），副議長：沢田啓（１９９３

年２月２８日，就任）

＜目次＞

１．はじめに

２．小原文平

３．沢田啓

４．おわりに

１．はじめに

県議会の第１９１回定例会は１９９２年９月３０日に招集し，１０月１５日まで開か

れた。最終日の１０月１５日，鳴海弘道が議長を辞任し，その後釜に，自民党

で上北郡選出の当選５回の小原文平（７０歳）が選出された。続いて，翌年

１９９３年２月２６日に招集された第１９３回定例会で，議長交代問題が浮上した

ものの，自民党は最終日の２月２５日，小原議長の続投を決めた（「県議

会」『東奥年鑑 １９９４年版』〔東奥日報社，１９９３年〕，１７１，１７２頁）。

一方，副議長については，前副議長の芳賀富弘が弘前市長選に立候補し，

県議を辞職して空席となっていた。そこで，第１８９回定例会最終日の１９９３

年２月２８日，副議長に自民党で，三戸郡選出の当選３期の沢田啓（６３歳）

を選んだ（「県議会」『東奥年鑑，１９９３年版』〔東奥日報社，１９９２年〕，１７２頁）。

戦後青森県の県会議員選挙と歴代議長 � 137



２．小原文平

� 経歴

小原文平は１９２２年９月２７日，上北郡七戸町に生まれた。早稲田大学文学

部哲学科卒業後，１９４９年，七戸高校教諭を務めた。その後，小平商店社長，

七戸町商工会会長，南部縦貫鉄道専務などを歴任し，１９７１年，県議に当選，

通算６期務めた（１９８７年に落選したが，１９９１年に返り咲いた）。翌１９９２年，

議長に就任している。小原は自民党県連副会長，県商工連合会会長などに

就任し，１９８６年には，全国議長会より，自治功労者として表彰された。１９９９

年に死去。享年７７であった（『青森県人名事典』〔東奥日報社，２００２年〕，１３０

頁，『青森県議会史 自昭和５８年～至昭和６１年』〔青森県議会，１９９８年〕，１２７７

頁）。

� 県議選での得票

・１９７１年４月の県議選 ７，８２５票（第四位） 自民党

・１９７５年４月の県議選 １０，６１６票（第二位） 々

・１９７９年４月の県議選 １１，０７７票（第四位） 々

・１９８３年４月の県議選 １３，７２２票（第二位） 々

・１９９１年４月の県議選 １５，４１９票（第一位） 無所属

・１９９５年４月の県議選 １１，０５３票（第二位） 自民党

（平均得票数） １１，６１９票

� 横顔

小原文平は，七戸町出身である。家業は肥料店。早稲田大文学部卒後，

南部縦貫鉄道に勤務し，専務を経て，県議に当選，通算６期務めた。１９９２

年には議長に就任している。この間，「県議会新幹線対策特別委員会」の

委員長として奔走，“ミスター新幹線”という異名をとった。小原は県商

工連合会会長として県全体の産業振興にも力を注ぎ，同僚議員からは「温
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厚，誠実な人柄」と人望も厚い。趣味は「無芸大食」というが，上京の折，

歌舞伎芝居を見るのが楽しみだそうだ（『青森県人名事典』〔東奥日報社，２００２

年〕，１３０頁，「きょうの顔」『陸奥新報』１９９２年１０月１７日，「この人」『東奥日

報』１９９２年１０月１７日）。

３．沢田啓

� 経歴

沢田啓は１９２９年１月２１日，三戸町に生まれた。三本木農業学校を経て，

東京獣医畜産専門学校を卒業した。１９７０年，三戸農協組合長を，青森県肉

用牛協会会長などを歴任している。１９８３年，県議に当選，連続５期務めた。

その間，１９９２年，副議長に就任した。県農業共済組合会長会長，県畜産農

協連合会会長などを歴任した。沢田は獣医師でもあり，農林水産大臣賞を

受賞している。２００９年３月１６日に死去，享年８０であった（『青森県人名事

典』〔東奥日報社，２００２年〕，８９９頁，『青森県議会史 自昭和５８年～至昭和６１

年』〔青森県議会，１９９８年〕，１２７９頁）。

� 県議選での得票数

・１９８３年４月の県議選 １３，１５９票（第二位） 自民党

・１９８７年４月の県議選 １３，０３３票（第一位） 々

・１９９１年４月の県議選 １２，５７３票（第一位） 々

・１９９５年４月の県議選 １１，９６９票（第三位） 々

・１９９９年４月の県議選 ９，９８０票（第三位） 々

（平均得票数） １２，１４３票

� 横顔

沢田啓は三戸町出身である。三本木農業学校を経て，東京獣医畜産専門

学校を卒業した。１９８３年，３度目の挑戦で，県議に当選し，これを連続５
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期務めた。父の操も県議３期の政治家一家である。１９８８年，東北新幹線盛

岡以北着工で三位に後退し，自民党に反発，「自民クラブ」を結成，自ら

会長を務めた。獣医師で，青森県に黒毛和種（肉用牛）の導入に尽力した。

沢田はひげとパイプがトレードマークで，趣味はカメラと狩猟である（「こ

の人」『東奥日報』１９９２年２月２９日）。

４．おわりに

１９９３年２月２８日，県議会第１８９回定例会が開会され，同日，空席となっ

ていた副議長に自民党の沢田啓（三戸郡選出，当選３回）を選出した。副

議長のポストは，前副議長の芳賀富弘が１月２６日告示の弘前市長選に立候

補し，県議を辞職したため空席となっていた（『東奥日報』１９９３年２月２８日

（夕））。

県議会１９１回定例会の最終日の１９９２年１０月１５日，議長選出の人選をめ

ぐって紛糾した。自民党議員団が「議員総会」や「議長選考委員会」を繰

り返し，本会議がストップするなど，議会の空転に野党から厳しい批判の

声が上がった。結局，鳴海弘道議長が辞表を提出したのを受けて，新議長

に自民党の小原文平（上北郡選出，当選５回）を選出した。なお，沢田啓

副議長は留任した。一連の紛糾の背景には，代議士派閥の駆け引きや議員

個人の思惑があったと，いわれている（「県議会議長に小原氏」『陸奥新報』

１９９２年１０月１６日，「県議会議長に小原氏」『東奥日報』１９９２年１０月１６日，「小原氏

を選任―自民，人選をめぐり紛糾」「ポスト軽視の行為だ」『デーリー東北』１９９２

年１０月１６日）。
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第２８章 議長：佐藤寿，副議長：清藤六郎（１９９３年１２月１７日，就任）

＜目次＞

１．はじめに

２．佐藤寿

３．清藤六郎

４．おわりに

１．はじめに

県議会の第１９６回定例会は，１９９３年１１月３０日から１８日間開催され，最終

日の１２月１７日，小原文平が議長職の辞表を，沢田啓も副議長職の辞表を提

出した。後任の議長には，自民党で南津軽郡選出の当選５回の佐藤寿（７３

歳）が，また副議長には，同じく自民党で南津軽郡選出の当選３回の清瀬

六郎（７０歳）が選ばれた。このように，いつものような，自民党の慣例に

よる正副議長の交代劇について，野党側は一段と反発を強め，「交代の理

由」が全く見当たらないと強く批判した（「県議会」『東奥年鑑 １９９５年版』

〔東奥日報社，１９９４年〕，１６７頁）。

２．佐藤寿

� 経歴

佐藤寿は１９２０年５月１４日，南津軽郡常盤村に生まれた。旧制の県立弘前

中学を経て，県立青年学校教員養成所を卒業した。女鹿沢青年学校教諭を

経て１９６２年，常盤村長に当選。１９７０年１月の県議補欠選挙で当選，通算６

期務めた（１９８３年落選，１９８７年に返り咲く）。この間，１９８０年，副議長に，

また１９９３年には，議長に就任している。佐藤は，自民党県連政調副会長な

どを歴任し，１９９６年には，勲四等旭日小授章を受章した。２００７年９月７日

に死去，享年８７であった（『青森県議会史，自昭和５０年～至昭和５３年』〔青森

県議会，１９８９年〕，１４４９～１４５０頁，『青森県人名事典』〔東奥日報社，２００２年〕，８９６

頁）。

戦後青森県の県会議員選挙と歴代議長 � 141



� 県議選での得票

・１９７０年１月の県議補選 ９，１９０票（第二位） 自民党

・１９７１年４月の県議選 ９，２８０票（第三位） 々

・１９７５年４月の県議選 １１，９０１票（第二位） 々

・１９７９年４月の県議選 ９，８７６票（第三位） 々

・１９８７年４月の県議選 １１，７８０票（第三位） 々

・１９９１年４月の県議選 ８，９２６票（第四位） 々

（平均得票数） １０，１５９票

� 横顔

佐藤寿は常盤村生まれである。旧制弘前中学を経て青年学校教員養成所

卒。戦時中は青年学校教諭を務めた。戦後も青年団活動に専念，１９４７年の

県議選を皮切りに政治の世界に入る。常盤村長１期，県議６期を務めた。

副議長を経て，議長に就任した時は，議会最長老の７３歳であった。常盤ス

イカ，常盤養鶏，トキワ養豚と，常盤という名前の生産物は，全て村長時

代の業績であり，アイデア村長として知られる。佐藤は副議長に就任する

まで，神四平と激しいつばゼリ合い演じ，それだけに「和」をことのほか

意識している，という。弘前中学時代から続けている詩吟と書画の鑑賞が

趣味で，座右の銘は「真心」である（「この人」『東奥日報』１９８０年７月１５日，

「きょうの顔」『陸奥新報』１９８０年７月１６日，「この人」『東奥日報』１９９３年１２月

１８日，「きょうの顔」『陸奥新報』１９９３年１２月１８日）。

３．清藤六郎

� 経歴

清藤六郎は１９２３年６月２８日，黒石町に生まれた。１９５２年，日本大学専門

部歯科卒。１９６６年，歯科医を開業した。１９８３年，県議当選，連続５期務め，

この間，１９９３年，副議長に就任している。清藤は自民党県連政調副会長な
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どを歴任，また県重量挙げ協会会長，県バトミントン協会会長，県バイア

スロン協会会長。県体育協会会長，および日本重量挙げ協会副会長などを

務めた。２０１８年４月１６日に死去，享年９４であった（『青森県議会史，自昭和

５８年～至昭和６１年』〔青森県議会，１９９８年〕，１２７６頁，「この人」『東奥日報』１９９３

年１２月１８日）。

� 県議選での得票数

・１９８３年４月の県議選 １３，５１５票（第一位） 無所属

・１９８７年４月の県議選 １１，７３７票（第四位） 自民党

・１９９１年４月の県議選 １０，３５２票（第三位） 無所属

・１９９５年４月の県議選 無投票当選 々

・１９９９年４月の県議選 ７，１９３票（第四位） 々

（平均得票数） １０，６９９票

� 横顔

清藤六郎は黒石町出身である。日本大学専門部歯科卒。１９６６年に歯科医

を開業した。１９８３年，県議当選，連続５期務めた。この間，１９９３年，副議

長に就任している。ひょうひょうとした話し方が魅力だという。清藤の趣

味は狩猟で，座右の銘は「特にないが，人と付き合うのに，心の触れ合う

付き合いをしたい」と語る（「この人」『東奥日報』１９９３年１２月１８日，「きょう

の顔」『陸奥新報』１９９３年１２月１８日）。

４．おわりに

第１９６回定例会では議長交代問題が焦点となり，最大会派で事実上選任

権を有する自民党内の調整難航が予想された。だが，１９９２年１０月の時よう

に，本会議を７時間も空転させ，深夜までもつれた時に比べれば，比較的

スムーズに終了した，といってよい（「県会議長に佐藤氏」『東奥日報』１９９３
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年１２月１８日）。

なお，正副議長は，佐藤―清藤コンビの南津軽郡選出となった。ただ，

過去にも脇川利勝議長―神四平副議長コンビのように，西津軽郡の同一選

挙区から選出された事例がある。従来も，正副議長のいずれかを津軽と南

部で分けあったり，別の選挙区から選出したりしていた（「県会議長に佐藤

氏 副は清藤氏―同一選挙区 異例の人事」『陸奥新報』１９９３年１２月１８日）。

自民党内では，議長が５回以上の当選組，副議長が３回当選組などと暗

黙の了解があり，しかも津軽と南部のバランスを考慮して選出するのが通

例であった。だが，三八地区で調整がつかなかった。副議長経験者が議長

に就任したのは，慣例を破った人事ではあるものの，それが「議会改革」

であったとはいえない（『東奥日報』１９９３年１２月１８日）。

第２９章 議長：高橋長次郎，副議長：丸井彪（１９９５年５月１０日，就任）

＜目次＞

１．はじめに

２．高橋長次郎

３．丸井彪

４．おわりに

１．はじめに

任期満了に伴う県議選は１９９５年４月９日に行われ，１０選挙区の３９人の当

選が決まり，無投票の５選挙区の１２人と合わせて５１人の新しい県議が確定

した。知事選の敗退で野党に転落した自民党は，現有議席を７つ減らして

当選者は２５人に留まり，過半数割れとなった。一方，与党の新進クは，推

薦を合わせて現有議席に６議席上乗せして１０人が当選し，友党の公明党

も，２議席を確保。革新勢力では社会党が２議席を奪回，また共産党も２

議席確保，無所属は１０議席であった（藤本一美『戦後青森県政治史 １９４５年

～２０１５年』〔志學社，２０１６年〕，３３０～３３１頁）。
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新議会の「組織会」として第８０回臨時会が５月１０日に招集され，新議長

に自民党所属で八戸市選出の当選６回の高橋長次郎（７１歳）を，また副議

長に，同じく自民党所属で十和田市選出の当選４回の丸井彪（６４歳）を選

出した。最大野党の自民党が正副議長の座を独占したものの，所属議員の

造反の可能性や反発などで，内部説得に時間を費やし，会派内に不協和音

を抱えての対応だった（「県議会」『東奥年鑑 １９９６年版』〔東奥日報社，１９９５

年〕，１７２頁，「旧態依然の議長人事」『デーリー東北』１９９５年５月１１日）。

２．高橋長次郎

� 経歴

高橋長次郎は１９２３年１１月１３日，南部の八戸町に生まれた。八戸白銀尋常

小学校卒。１９４９年，八戸市議に当選，連続２期務めた。１９７５年，県議に転

身して当選，これを連続７期務め，この間，１９９５年，議長に就任している。

高橋は八戸漁連会長，県サケマス漁業振興会会長，全国大型イカ釣り協会

会長などを歴任し，また，自民党県連幹事長などを務めた。１９８５年，全国

議長会より自治功労者として表彰され，１９８６年には，黄綬褒章を受章した。

２００８年７月９日に死去，享年７５であった（『青森県議会史，自昭和５８年～至

昭和６１年』〔青森県議会，１９９８年〕，１２７２頁）。

� 県議選での得票数

・１９７５年４月の県議選 １２，０７６票（第一位） 自民党

・１９７９年４月の県議選 １２，９５２票（第二位） 々

・１９８３年４月の県議選 １２，７１３票（第三位） 々

・１９８７年４月の県議選 １４，０４２票（第三位） 々

・１９９１年４月の県議選 １４，３７０票（第二位） 々

・１９９５年４月の県議選 １１，２１３票（第五位） 々

・１９９９年４月の県議選 １０，１０５票（第七位） 々
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（平均得票数） １２，４９６票

� 横顔

高橋長次郎は，八戸町出身である。八戸市議２期を経て，県議に当選，

連続７期を誇る。４期目の１９８９年，自民党公認で参議院選にも出馬したが，

次点２位で落選を喫した。高橋は，八戸漁連会長などを歴任した八戸市水

産界の重鎮であり，「浜のタカチョウさん」の愛称で親しまれ豪放らい落

な人柄である。議長選では，５１票中４８票を獲得したのが特筆される。趣味

は読書，将棋，囲碁で，座右の銘は「和をもって尊し」である（「この

人」『東奥日報』１９９５年５月１１日，「きょうの顔」『陸奥新報』１９９５年５月１１日，

「ひと」『デーリー東北』１９９５年５月１１日）。

３．丸井彪

� 経歴

丸井彪は１９３１年２月１６日，十和田町に生まれた。三本木農業学校卒後の

１９４８年，藤坂村農業協同組合に勤務した。１９７３年，丸井商事取締役社長に

就任，１９８１年，十和田重車輌取締役社長などを歴任，１９８３年には，県議に

当選し，これを６期務めた。この間，１９９５年，副議長に就任している。１９９４

年，自民党県連政調会長に就任（『青森県議会史，自昭和５８年～至昭和６１年』

〔青森県議会，１９９８年〕，１２７４頁）。

� 県議選での得票数

・１９８３年４月の県議選 １３，７６１票（第一位） 自民党

・１９８７年４月の県議選 １２，５９３票（第一位） 々

・１９９１年４月の県議選 １１，６６５票（第一位） 々

・１９９５年４月の県議選 無投票当選 々

・１９９９年４月の県議選 １２，６６３票（第一位） 々
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・２００３年４月の県議選 １０，８７４票（第一位） 々

（平均得票数） １２，３１１票

� 横顔

丸井彪は十和田町の出身である。三本木農学校を卒業し，１９８２年９月，

県議だった兄が急死，支持者の後押しもあって１９８３年の県議選にピンチ

ヒッターで初当選し，以来，連続６期務めた。選挙には強い。１９９５年には，

副議長に就任している。「性格は短気，いろんな役職を経験してかなり丸

くなった」と自己分析する。座右の銘は「和」で，趣味は一人旅と庭木（「こ

の人」『東奥日報』１９９５年５月１１日，「きょうの顔」『陸奥新報』１９９５年５月１１日，

「ひと」『デーリー東北』１９９５年５月１１日）。

４．おわりに

新議長に選出された高橋長次郎は，本会議の投票で４８票獲得した一方，

副議長の丸井彪は自民党だけの２５票に留まった。正副議長とも自民党の候

補だった。しかし，二人の得票差は「議長は第一会派（自民党）から，副

議長は第二会派（新進ク）からだすべき」との考えにより，自民党，共産

党以外の各会派と無所属議員が投票で示した同一歩調の結果であった（「県

議会―副議長選は１票差」『東奥日報』１９９５年５月１１日）。

なお，この他に新進ク側が求めていた６常任委員会の正副委員長のポス

トを「ドント方式」による配分も自民党が了承するなど，自民党にとって，

知事選で野党に転落した上に，議席が２５と過半数を割った影響が随所で見

られた（「議長高橋氏 副丸井氏」『陸奥新報』１９９５年５月１１日）。
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第３０章 議長：高橋弘一，副議長：長峰一造（１９９７年８月２８日，就任）

＜目次＞

１．はじめに

２．高橋弘一

３．長峰一造

４．おわりに

１．はじめに

県議会の第８３回臨時会は，１９９７年８月２６日に招集，３日間開会された。

最終日の２８日，議長の高橋長次郎と副議長の丸井彪が「一身上の都合」を

理由に正副議長職を辞任した。後任の議長には，自民党所属で青森市選出

の当選６回を数える高橋弘一（６２歳）を，また副議長には，新自ク所属で

北津軽郡選出の当選４回の長峰一造（７１歳）を選んだ。

自民党は結党以来，第１会派として正副議長のポストを独占してきたも

のの，今回初めて第２会派から副議長が誕生したのが特筆される。それは，

県議会の「保・保連合」のなせる業であった（「県議会」『東奥年鑑 １９９９年

版』〔東奥日報社，１９９８年〕，７５頁，『陸奥新報』１９９７年８月２９日）。

今回，珍しく約２年４ヶ月の間，正副議長の交代がなかった。その背景

には，会派勢力が与野党間で拮抗し，議会で過半数確保が困難であった他

に，高橋長次郎が全国県議会議長会会長に就任したという，「特
�

殊
�

事
�

情
�

」

によるものだ（『陸奥新報』１９９７年８月２９日）。

２．高橋弘一

� 経歴

高橋弘一は１９３４年１１月２０日，青森市に生まれた。青森工業高校卒。１９５３

年，高橋鉄工所専務取締役に就任した。１９６９年，青森青年会議所理事長と

なり，１９７０年，青森市議に当選，連続２期務めた。１９７５年，県議に転身し

て当選，連続８期務め，この間，１９９７年，議長に就任している。高橋は，
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自民党県連総務副会長，青森市体育協会会長などを歴任し，１９８５年，全国

議長会より，自治功労者として表彰されている。１９９４年には，藍綬褒章を

受章した（『青森県人名事典』〔東奥日報社，２００２年〕，９３２頁，『青森県議会史，

自昭和５８年～至昭和６１年』〔青森県議会，１９９８年〕，１２６９頁）。

� 県議選での得票数

・１９７５年４月の県議選 １０，４４３票（第五位） 自民党

・１９７９年４月の県議選 １６，０９６票（第一位） 々

・１９８３年４月の県議選 １７，６７０票（第一位） 々

・１９８７年４月の県議選 １４，１５０票（第二位） 々

・１９９１年４月の県議選 １２，８３２票（第三位） 々

・１９９５年４月の県議選 １３，３０２票（第一位） 々

・１９９９年４月の県議選 １３，８２２票（第一位） 々

・２００３年４月の県議選 １１，０８４票（第五位） 々

（平均得票数） １３，８７５票

� 横顔

高橋弘一は青森市出身である。青森工業高校卒後青森市議を経て，１９７５

年，県議に当選，連続８期務め，１９９７年には議長に就任した。息子の修一

も県議３期目の「政治家一家」だ。高橋は青工時代，バレー選手として活

躍，議長就任時には，身長１７８センチ，体重８８キロのいでたちだった。青

森市消防団長も務め，空手道場を開き，子供たちに訓練の場を提供してい

る。趣味はスポーツ。愛称は「たかこうさん」で，「明朗かっ達」がモッ

トーであるという（「この人」『東奥日報』１９９７年８月２９日，「今日の顔」『陸奥

新報』１９９７年８月２９日）。
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３．長峰一造

� 経歴

長峰一造は１９２５年９月２８日，北津軽郡鶴田町に生まれた。五所川原農学

校卒。１９５４年，農業実習生として渡米している。１９５５年，鶴田町妙堂崎農

協専務理事に就任し，青森県りんご協会理事・会長などを歴任した。１９８３

年，県議に当選，５期務め，その間，１９９７年，副議長に就任している。長

峰は青森県キャンプ協会会長に就任し，１９５２年に，農林大臣賞を，また１９９０

年には，黄綬褒章を受けた。２００８年７月１日に死去，享年７２であった（『青

森県議会史，自昭和５８年～至昭和６１年』〔青森県議会，１９９８年〕，１２６９頁，『青森

県人名事典』〔東奥日報社，２００２年〕，９７８頁）。

� 県議会選での得票数

・１９８３年４月の県議選 １０，８０６票（第三位） 無所属

・１９８７年４月の県議選 １０，２０６票（第二位） 自民党

・１９９１年４月の県議選 １０，７２４票（第三位） 々

・１９９５年４月の県議選 無投票当選 新進ク

・１９９９年４月の県議選 ９，４５２票（第二位） 無所属

（平均得票数） １０，２９７票

� 横顔

長峰一造は鶴田町出身である。五所川原農学校卒後，リンゴつくり一筋

だった。県りんご協会会長時代に，リンゴ輸入を懸念する生産者に推され

て政治の世界へ入り，県議選に出馬して当選した。長峰は県りんご協会顧

問，県キャンプ協会会長を務めた。趣味はカラオケ，庭木手入れで，座右

の銘は「一心萬宝」だという（「この人」『東奥日報』１９９７年８月２９日，「きょ

うの顔」『陸奥新報』１９９７年８月２９日）。
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４．おわりに

１９９７年８月の時点で，自民党は４７議席中１９議席で最大会派とはいえ，過

半数割れになった。一方，新進クなど与党３党は２０議席を確保した。自民

党が議長職を確保するには，新進クとの協調が不可欠であって，ポスト配

分で合意が内々できていたという。だから，さしたる混乱もなく，正副議

長の交代が比較的スムーズに終了したのであろう（「議長に高橋氏，副は新

進・長峰氏」『東奥日報』１９９７年８月２９日）。

第３１章 議長：毛内喜代秋，副議長：中村寿文（１９９８年１０月１２日，就任）

＜目次＞

１．はじめに

２．毛内喜代秋

３．中村寿文

４．おわりに

１．はじめに

県議会の第２１５回定例会は，１９９８年９月２５日に招集し，１０月１２日まで開

催された。最終日の１２日，高橋弘一が議長職を，また長峰一造が副議長職

をそれぞれ辞任した。後任の議長には，自民党で青森市選出の当選５回の

毛利喜代秋（７１歳）が，また副議長には県政会所属で八戸市選出の当選４

回の中村寿文（５９歳）が選出された。副議長に県政会所属の中村寿文が選

出されたのは，県政会が与党であり，自民党が野党に転落したからだ（「県

議会」『東奥年鑑 ２０００年版』〔東奥日報社，１９９９年〕，８５頁）。

今回のように，半年の議長任期は県議会史上最短で，副議長では二番目

であり，県議会の任期が約６ヵ月しかない中での正副議長の交代劇は，野

党から強い批判を浴びた。何故なら，「任期中は議長３人」という慣例を

大会派主導で押し切ったからだ（「任期わずか半年なのに・・・県議機会正副議

長交代」『東奥日報』１９９８年１０月１３日）。

戦後青森県の県会議員選挙と歴代議長 � 151



２．毛内喜代秋

� 経歴

毛内喜代秋は１９２６年１１月１日，五所川原町に生まれた。仙台逓信講習所

を卒業して五所川原郵便局に勤務。１９４５年４月，東奥日報社に入社し，社

会部次長，整理部次長，およびラジオテレビ部長を歴任，１９６９年に退社し

た。１９７０年，青森市議当選。１９７５年，県議に転じ通算６期務めた（１９８７年

落選，１９９１年に返り咲く）。その間，１９８４年，副議長に，１９９８年には，議

長に就任している。毛内は１９７４年，県食品協同組合長，県朝野球連盟会長

に就任し，１９８６年，全国議長会より，自治功労者として表彰された（『青

森県議会史 自昭和５８年～至昭和６１年』〔青森県議会，１９９８年〕，１２７０頁，『青森

県人名事典』〔東奥日報社，２００２年〕，１０６５頁）。

� 県議選での得票

・１９７５年４月の県議選 １０，９５６票（第四位） 無所属

・１９７９年４月の県議選 １１，９４９票（第五位） 々

・１９８３年４月の県議選 １２，３０４票（第八位） 自民党

・１９９１年４月の県議選 １１，６６５票（第四位） 々

・１９９５年４月の県議選 １０，１１３票（第七位） 々

・１９９９年４月の県議選 ９，６９９票（第七位） 々

（平均得票数） １１，１１４票

� 横顔

毛内喜代秋は，五所川原町出身である。仙台通信講習所卒後，五所川原

郵便局に勤務した。１９４５年，東奥日報社に入社し，戦後の混乱期を社会部，

政治部記者として走り回った。その後，青森市議を経て，県議に当選，副

議長や議長に就任した。新聞記者出身だけに，カンと行動力は定評である。

毛内は議会活動のかたわら，中小企業の振興に務め，県中小企業団体連合
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会理事，県信用保証協会理事に就任した。スポーツは県や市の朝野球協会

の会長を務めるほどの愛好家で，「和」の大切さを強調する円熟の人であ

る。趣味はゴルフだという（「この人」『東奥日報』１９９８年１０月１４日，「きょう

の顔」『陸奥新報』１９９８年１０月１４日）。

３．中村寿文

� 経歴

中村寿文は１９３９年８月４日，南部の八戸市に生まれた。県立八戸高校を

経て，慶應義塾大学法学部卒。１９６３年，東北電力に入社した。１９７４年に同

社を退社し，船田中衆議院議員の秘書となる。１９８３年県議に当選，連続５

期務めた。この間，１９９８年，副議長に就任している。２００１年，八戸市長に

当選，１期務めた。父は県議，八戸市長，衆議院議員を務めた中村拓道で

ある（『青森県議会史 自昭和５８年～至昭和６１年』〔青森県議会，１９９８年〕，１２７２

頁，『青森県人名事典』〔東奥日報社，２００２年〕，９８０頁）。

� 県議選での得票数

・１９８３年４月の県議選 ２１，８５３票（第一位） 無所属

・１９８７年４月の県議選 １７，３９０票（第一位） 自民党

・１９９１年４月の県議選 １５，５１４票（第一位） 々

・１９９５年４月の県議選 １４，５５８票（第一位） 新進党

・１９９９年４月の県議選 １１，７３８票（第二位） 無所属

（平均得票数） １６，２１１票

� 横顔

中村寿文は八戸市出身である。県立八戸高校を経て，慶應義塾大学法学

部卒。１０年以上東北電力に勤務した。周囲の要望を受け，父の志を継いで

政治家の道へ。県議に５回連続当選している。その後，八戸市長に就任し
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た。親子二代で県議，市長を務めた政治家一家である。また親子二代にわ

たり副議長に就任した。政治信念は「信なくば立たず」で，趣味は登山，

書店めぐりだ，という（「この人」『東奥日報』１９９８年１０月１４日，「きょうの

顔」『陸奥新報』１９９８年１０月１４日）。

４．おわりに

１９９８年の正副議長交代劇について，東奥日報は「社説：“反省”は県議

会にも必要だ」の中で，次のように批判した。

「県議会の最終日，にわかに正副議長が交代した。どう見ても県民のひ

んしゅくを買ってきた“たらい回し”人事の再現である。今度もまた，両

ポストを分ける大会派，野党・自民党と与党・県政会による水面下の調整，

つまり“談合”でことが運ばれた，とみなされるてん末だ。来年４月の統

一地方選で改選を迎える県議。わずか半年しかない議長の任期は，戦後の

県議会史上で最も短いものになる」（『東奥日報』１９９８年１０月１４日）。

東奥日報がいみじくも指摘しているように，悪しき慣行を維持する大会

派の「御都合主義」がのさばっている，としか言いようがない。正副議長

交代の談合は，「地方分権」の潮流に逆行するものであって，保守系県議

には深い反省が求められる。

第３２章 議長：太田定昭，副議長：間山隆彦（１９９９年５月１２日，就任）

＜目次＞

１．はじめに

２．太田定昭

３．間山隆彦

４．おわりに

１．はじめに

県議選が１９９９年４月１１日に行われ，無投票当選を含めて５１人の新県会議
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員が決まった。当選者は，自民党２１人，県民協会１６人，公明党２人，共産

党２人，社民党１人，および無所属９人である。新たな勢力図は，与党が

県民協会，公明党，および与党系無所属を加えて２４人で過半数に届かず，

野党は自民党，共産党，社民党，野党系無所属を加えて２７人であった。こ

の結果は，県民が，大筋で県政与党を支持すると審判を下した一方で，木

村守男県政に絶対的安定を与えなかった，ことを意味する（藤本一美『戦

後青森県政治史 １９４５年～２０１５年』〔志學社，２０１６年〕，３５４頁）。

新議会の「組織会」である第８４回臨時議会は５月１３日に開会され，新議

長に自民党で南津軽郡選出の当選５回の太田定昭（６１歳）を，また副議長

に，与党統一会派の政風・公明で八戸市選出の当選５回の間山隆彦（５４

歳）を選んだ。公明党出身の副議長は，県政史上初めてのことである（「議

長に自民・太田氏―副は間山氏（正風・公明）」『東奥日報』１９９９年５月１３日）。

２．太田定昭

� 経歴

太田定昭は，１９３７年９月２８日，南津軽郡浪岡町（現・青森市）に生まれ

た。１９５６年，東奥義塾高校卒後農業に従事した。１９６７年，浪岡町議に当選，

連続３期務めた。１９７９年，県議に転じて当選，通算５期務めた（１９８７年落

選，１９９１年に返り咲く）。この間，１９９９年，議長に就任している。太田は

浪岡町連合青年団長，南津軽郡連合青年団長を歴任し，また自民党県連政

調会長，同幹事長などを務めた。１９７７年，全国知事会より，自治功労者と

して表彰された。２０１１年８月８日に死去，享年７４であった（『青森県議会史

自昭和５８年～至昭和６１年』〔青森県議会，１９９８年〕，１２７６頁，「この人」『東奥日

報』１９９９年５月１４日）。

� 県議選での得票

・１９７９年４月の県議選 １０，１０５票（第二位） 無所属
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・１９８３年４月の県議選 １３，４２６票（第二位） 自民党

・１９９１年４月の県議選 １２，６３５票（第二位） 々

・１９９５年４月の県議選 無投票当選 々

・１９９９年４月の県議選 １２，３１２票（第二位） 々

（平均得票数） １２，１２０票

� 横顔

太田定昭は浪岡町出身である。東奥義塾高校卒。浪岡町議３期を経て，

県議会議員に当選，５期務めた。与野党折衝などここ一番の行動力には定

評がある。太田は愛馬の「クロ」と２時間かけて自宅周辺を散歩するのが

日課だという。「親孝行で，思いやりのある人」とは夫人の評である。座

右の銘は「協調」で，趣味は野球である（「この人」『東奥日報』１９９９年５月

１３日）。

３．間山隆彦

� 経歴

間山隆彦は１９４４年７月２０日，八戸市に生まれた。県立八戸高校を経て，

日本大学法学部卒。１９６８年，八戸市役所に勤務した。１９７０年，公明党本部

で衆議院議員秘書となり，１９７５年，八戸市議当選，２期務めた。１９８３年，

県議に転じて当選，連続６期務め，この間，１９９９年，副議長に就任してい

る。間山は，公明党県本部書記長などを歴任，藍綬褒章を受章している（『青

森県議会史 自昭和５８年～至昭和６１年』〔青森県議会，１９９８年〕，１２７２頁，『青森

県人名事典』〔東奥日報社，２００２年〕，１０４７頁）。

� 県議選での得票

・１９８３年４月の県議選 １０，８８１票（第四位） 公明党

・１９８７年４月の県議選 １１，４６１票（第六位） 々
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・１９９１年４月の県議選 ９，６４５票（第四位） 々

・１９９５年４月の県議選 ９，９０５票（第七位） 々

・１９９９年４月の県議選 １０，１５０票（第六位） 々

・２００３年４月の県議選 １１，５９６票（第二位） 々

（平均得票数） １０，６０６票

� 横顔

間山隆彦は八戸市出身である。県立八戸高校を経て，日本大学法学部卒。

公明党の古寺宏衆議院議員の秘書から，八戸市議を２期務め。県議に当選，

これを連続６期務めた。この間，副議長に就任している。間山は，１９９１年

から公明党県本部長として組織を束ねてきた。周囲の評では「温厚で親し

みやすい性格」だという。八高時代は相撲部に所属し，水泳も得意のスポ

ーツマン。好きな言葉は「努力」と「忍耐」。趣味は読書，ドライブだそ

うだ（「この人」『東奥日報』１９９９年５月１３日，「きょうの顔」『陸奥新報』１９９９

年５月１３日，『青森県人名事典』〔東奥日報社，２００２年〕，１０４７頁）。

４．おわりに

１９９９年の正副議長の選出プロセスについて，東奥日報は「社説：“なれ

合い県議会”はごめんだ」の中で次のように顛末を説明している。「勢力

拡大にしのぎを削った末，与党統一会派“政風・公明”と野党の自民党会

派は，いずれも２２人の同数に留まった。これを受け両陣営が協議した結果，

人事での対立と混乱を避けるため，今回の正副議長選では自民党が議長，

政風・公明が副議長におさまる妥協案で決着した」（『東奥日報』１９９９年５

月１３日）。

正副議長の決着については，陸奥新報もまた「社説：県民にわかりやす

い県議会に」の中で，与党三党の統一問題に言及して次のように批判して

いる。「間山代表は急転直下の合流の根拠を“与野党関係者の誠意”と
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語った。が，当初掲げた統一会派入りの条件のうちクリアされたのは会派

名に“公明”を残しただけである。何のための一本化なのか県民には分か

りにくい」（『陸奥新報』１９９９年５月１３日）。

第３３章 議長：秋田柾則，副議長：平井保光（２０００年１０月１１日，就任）

＜目次＞

１．はじめに

２．秋田柾則

３．平井保光

４．おわりに

１．はじめに

県議会の第２２３回定例会は２０００年１０月１１日，最終日を迎えた。この日の

本会議では，議長の太田定昭と副議長の間山隆彦が「一身上の都合」を理

由に正副議長の辞職願いを提出した。選挙の結果，新議長に，自民党所属

で西津軽郡選出の当選５回の秋田柾則（６８歳）が，また新副議長に，政

風・公明党所属で下北郡選出の当選４回の平井保光（７７歳）がそれぞれ選

ばれた。

正副議長の任期は，本来，議員任期中の４年のはずである。しかし，こ

れまで「４年間に３人の交代」が慣例化しており，今回もこれに習った形

となった。県民や野党から，“たらい回し”だとの批判はあったものの，

全く改善されはしなかった（「議長に秋田氏選出―副議長平井氏」『陸奥新

報』２０００年１０月１２日）。

２．秋田柾則

� 経歴

秋田柾則は１９３２年７月２５日，西津軽郡車力村（現・つがる市）に生まれ

た。県立木造高校卒，早稲田大学政経学部を中退している。１９５８年，竹内
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俊吉・衆議院議員の秘書に，また１９６３年，竹内黎一・衆議院議員の秘書と

なった。秋田は１９８０年以降，衆議院自民党秘書会長，衆議院秘書協議会会

長，みちのく菅機代表取締役を歴任し，１９８３年，県議に当選，連続５期務

め，この間，２０００年，議長に就任している（『青森県議会史 自昭和５８年～

至昭和６１年』〔青森県議会，１９９８年〕，１２７５頁，『青森県人名事典』〔東奥日報社。

２００２年〕，７５４頁）。

� 県議選での得票

・１９８３年４月の県議選 １３，０１８票（第二位） 自民党

・１９８７年４月の県議選 １０，３９９票（第二位） 々

・１９９１年４月の県議選 １５，２６１票（第一位） 々

・１９９５年４月の県議選 １５，２５８票（第一位） 々

・１９９９年４月の県議選 無投票当選 々

（平均得票数） １３，４８４票

� 横顔

秋田柾則は車力村出身である。県立木造高校卒，早稲田大学政経学部を

中退。衆議院議員の秘書，秘書会会長を経て，県議に当選，５期連続当選

した。この間，２０００年議長に就任している。秋田は「１１人兄弟の１１番目。

小作農のせがれとして車力村に生を受けた。悲惨な津軽地域の状況を改善

したい―という思いから政治の道」を志した，と議長就任の挨拶で述べた。

座右の銘は，常に大衆とともに歩めで，趣味は，読書，水中ウォーキング，

だという（「この人」『東奥日報』２０００年１０月１２日，「きょうの顔」『陸奥新報』

２０００年１０月１２日，『青森県人名事典』〔東奥日報社，２００２年〕，７５４頁）。
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３．平井保光

� 経歴

平井保光は１９２３年３月３日，下北郡風間浦村に生まれた。長崎県佐世保

修成中学卒。１９６７年，風間浦村長に当選し，これを５期２０年務めた。県町

村会会長に就任した後，１９８７年，県議に転じて当選，５期務め，この間，２０００

年，副議長に就任している。平井は県市町村職員共済組合理事長，県漁港

協会副会長などを歴任した（『青森県人名事典』〔東奥日報社。２００２年〕，１０２０

頁）。

� 県議選での得票数

・１９８７年４月の県議選 １０，５３６票（第一位） 無所属

・１９９１年４月の県議選 無投票当選 自民党

・１９９５年４月の県議選 ８，９６３票（第一位） 々

・１９９９年４月の県議選 ７，３６９票（第一位） 無所属

（平均得票数） ８，９５６票

� 横顔

平井保光は風間浦村出身である。中学は長崎県の佐世保修成中学卒であ

る。風間浦村長を長く務め，県議に当選した。１９２３年生まれなので，県議

の中ではで７７歳と二番目の最年長者だ。周囲からは，論客だと評されてい

る。平井は尊敬する人物に，木村守男元知事を挙げる。座右の銘は「人間

は謙虚であれ」で，趣味は磯釣り，マージャンだという（「この人」『東奥

日報』２０００年１０月１２日，「きょうの顔」『陸奥新報』２０００年１０月１２日）。

４．おわりに

自民党は２０００年３月，政風・公明会派から７人が復党し，それまでの２２

人の勢力だったのが，一挙に２９人と単独過半数を超える最大会派となった。
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そこで，役員会では，正副議長ポストを独占すべきだという意見がでた。

しかし，議会の円満運営を優先し，与党第二会派に副議長を割り振ること

になった。それは，喜ばしいことであった（「新議長に秋田氏―副議長は平

井氏」『東奥日報』２０００年１０月１２日）。

第３４章 議長：冨田重次郎，副議長：神山久志（２００１年１２月１８日，就任）

＜目次＞

１．はじめに

２．冨田重次郎

３．神山久志

４．おわりに

１．はじめに

県議会定例会は２００１年１２月１７日，会期を１８日まで１日延長した上で，正

副議長選挙の日程を追加した。投票の結果，議長に自民党所属で西津軽郡

選出の当選５回を数える冨田重次郎（６６歳）が，また副議長に同じく自民

党所属で東津軽郡選出の当選４回の神山久志（５４歳）がそれぞれ選ばれた。

自民党が正副議長のポストを独占したのは，１９９５年５月以来，６年半ぶり

のことであった。ただ，ポストの「たらい回し」については，野党と県民

から大きな批判を浴びた（「県会議長に冨田氏」『陸奥新報』２００１年１２月１９日，

「県議会」『東奥年鑑 ２００３年版』〔東奥日報社，２００２年〕，８１頁）。

２．冨田重次郎

� 経歴

冨田重次郎は，１９３５年８月４日，西津軽郡鯵ヶ沢町に生まれた。県立木

造高校卒。日本大学理工学部を中退している。１９６７年，鯵ヶ沢町議に当選

３期務め，この間に議長に就任した。１９７１年，株式会社九重組代表に就任

したが，１９８３年，県議に転じて当選６期務め，この間，２００１年，議長に就
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任した。冨田は１９８６年，県水泳連盟会長，１９８８年，県体育協会副会長に就

任，また自民党県連政調会長などを歴任した。１９９１年，鯵ヶ沢町特別功労

賞を受賞し，１９９７年には，藍綬褒章を受章した（『青森県人名事典』〔東奥日

報社，２００２年〕，９６９頁）。

� 県議選での得票数

・１９８３年４月の県議選 １５，４５６票（第一位） 自民党

・１９８７年４月の県議選 １１，５５３票（第一位） 々

・１９９１年４月の県議選 １２，３１０票（第二位） 々

・１９９５年４月の県議選 １３，７５４票（第二位） 々

・１９９９年４月の県議選 無投票当選 々

・２００３年４月の県議選 １３，８９７票（第一位） 々

（平均得票数） １３，３９４票

� 横顔

冨田重次郎は，鯵ヶ沢町出身である。県立木造高校卒。日本大学理工学

部を中退。町議・議長を経て，県議に当選，県議会でも議長に就任した。

父も町議会議長を務めた政治家一家である。自民党同僚議員の人物評は「温

厚，実直，円満」。冨田は尊敬する政治家として，田澤吉郎・故衆議院議

員を挙げる。モットーは「常に目標を高く掲げ，努力を重ねる」。趣味は

水泳とゴルフで，ゴルフはハンディ８の腕前である，という（「この人」『東

奧日報』２００１年１２月１９日，「きょうの顔」『陸奥新報』２００１年１２月１９日）。

３．神山久志

� 経歴

神山久志は１９４７年５月１日，東津軽郡蟹田町（現・外ヶ浜町）に生まれ

た。青森市立第一高等学校卒。１９９０年の県議補選で当選し，これを通算６
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期務めた。この間，２００１年には副議長に就任している（「この人」『東奥日

報』２００１年１２月１９日，「きょうの顔」『陸奥新報』２００１年１２月１９日）。

� 県議選での得票数

・１９９０年３月の県議補選 ９，７３８票（第一位） 無所属

・１９９１年４月の県議選 １１，９３１票（第一位） 々

・１９９５年４月の県議選 ９，４３６票（第一位） 自民党

・１９９９年４月の県議選 ９，４０９票（第一位） 々

・２００３年４月の県議選 １０，３０８票（第一位） 無所属

・２００７年４月の県議選 無投票当選 自民党

（平均得票数） １０，１６４票

� 横顔

神山久志は蟹田町出身である。青森市立第一高校卒。１９９０年３月の県議

補選で当選し，６期務め，副議長に就任した。政治の道を志したきっかけ

は，「過疎に悩む上磯地域の生活を何とかしたい」という思いからだ，と

いう。座右の銘は「上善水のごとし」。自分の性格について，「亥生まれだ

がおとなしいイノシシ」と分析する。趣味は野球とゴルフである（「きょ

うの顔」『陸奥新報』２００１年１２月１９日，「この人」『東奥日報』２００１年１２月１９日）。

４．おわりに

２００１年１２月の定例会では，県住宅供給公社の１４億円横領事件が最大の焦

点となった。しかし，その重要課題を抱えた中で議会を延長してまでの正

副議長ポストの交代劇は，県民にとって見苦しい以外の何物でもなかった。

従来のように，自民党は，単独過半数の“力”を盾に，「たらい回し」を

強行し，そのため野党から厳しい批判を受けた（『東奥日報』２００１年１２月１８

日，『陸奥新報』２００１年１２月１９日）。
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第３５章 副議長：小比類巻雅明（２００２年９月１０日，就任）

＜目次＞

１．はじめに

２．小比類巻雅明

３．おわりに

１．はじめに

副議長の神山久志は，県議会９月定例会の初日の２００２年９月１０日，蟹田

町長選に出馬するため県議を辞職した。これに伴い副議長選挙が実施され，

自民党所属で三沢市選出の当選４回を数える小比類巻雅明（６３歳）が選出

された（「県議会」『東奥年鑑 ２００４年版』〔東奥日報社，２００３年〕，７９頁）。

２．小比類巻雅明

� 経歴

小比類巻雅明は，１９３９年，三沢町に生まれた。日本大学経済学部卒。三

沢市役所に勤務し，基地対策課長，企画部参事などを歴任した。１９８７年，

県議に初当選し，５期務め，この間，２０００年には，副議長に就任している。

当選５回中，３回は無投票での当選である。小比類巻は自民党県連総務会

長など歴任。２０１１年８月１８日に死去，享年７２であった（「この人」『東奥日

報』２００２年９月１１日）。

� 県議選での得票数

・１９８７年４月の県議選 １１，６５３票（第一位） 自民党

・１９９１年４月の県議選 無投票当選 々

・１９９５年４月の県議選 無投票当選 々

・１９９９年４月の県議選 １１，７５８票（第一位） 々

・２００３年４月の県議選 無投票当選 々

（平均得票数） １１，７００票
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� 横顔

小比類巻雅明は三沢町出身である。日本大学経済学部卒後，三沢市役所

に勤務した。課長，参事を経て，県議に当選した。父の富雄も市長を務め

た「政治家一家」である。支持者にかつがれて政治の世界へ。小比類巻は，

「一寒村だった三沢が市になったように，地域が発展していく。政治ぐら

い面白いものはない」という。好きな言葉は「誠心誠意」で，特技は柔道

で五段の腕前である。趣味は特にないが，休日に奥さんと山菜取りに出か

けることだと語る（「この人」『東奥日報』２００２年９月１１日，「きょうの顔」『陸

奥新報』２００２年９月１１日。「ひと人」『デーリー東北』２００３年５月１５日）。

３．おわりに

小比類巻雅明の副議長就任は，前副議長であった神山久志の辞職に伴う

急な就任であって，しかも，２００３年４月の県議選までの約７ヵ月という短

期間の任期に過ぎない。この点について，小比類巻副議長は「選挙が控え

ているが選挙は選挙，仕事は仕事。支障のないように議会活動に意を用い

ていきたい。（任期が）短いのどうのこうということはなく一生懸命にや

るだけ」と語った（「この人」『東奥日報』２００２年９月１１日，「きょうの顔」『陸

奥新報』２００２年９月１１日）。

第３６章 議長：上野正蔵，副議長：小比類巻雅明（２００３年５月１４日，就任）

＜目次＞

１．はじめに

２．上野正蔵

３．小比類巻雅明

４．おわりに

１．はじめに

２００３年４月１３日に県議選が行われ，無投票当選の３選挙区６人を加えた
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新県議５１人の顔ぶれが決まった。自民党は推薦を含めて２１人が当選し，無

所属５人を加えて２６議席を確保，単独過半数を制した。一方，県民協会は

８人当選の１議席減となった。最大の争点となった木村守男知事の女性問

題に端を発し，知事不信任案に反対した自民党および無所属の５人は全員

いずれも落選している。この他に，自民党と県民協会以外の当選者は，社

民党１人，公明党２人，共産党２人，民主党２人，また無所属１１人である

（藤本一美『戦後青森県政治史 １９４５年～２０１５年』〔志學社，２０１６年〕，３８０頁）。

２００３年５月１４日，県議会臨時会―「組織会」が招集され，新しい議長に

自民党で三戸郡選出の当選６回を数える上野正蔵（６７歳）が，また副議長

には，自民党で三沢市選出の当選５回の小比類巻雅明（６４歳）が選出され

た。前章でも紹介したように，小比類巻は既に改選前に，副議長に選出さ

れていた（『東奥日報』２００３年５月１５日）。

２．上野正蔵

� 経歴

上野正蔵は１９３５年１２月１５日，三戸郡の階上村に生まれた。中央大学商学

部卒。１９６３年，三戸郡社会福祉協議会理事，階上町社会福祉協議会常務理

事を歴任した。１９６７年，階上村議に当選，連続４期務めた。この間，議長

に就任している。１９８３年，県議に転身して当選，６期務め，２００３年には議

長に就任した。上野は，八戸地区農業改良普及事業協会副会長，階上町観

光協会会長などを歴任した（『青森県議会史 自昭和５８年～至昭和６１年』〔青

森県議会，１９９８年〕，１２７９頁）。

� 県議選での得票数

・１９８３年４月の県議選 １３，０２４票（第三位） 自民党

・１９８７年４月の県議選 １２，７２１票（第三位） 々

・１９９１年４月の県議選 １２，７２１票（第二位） 々
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・１９９５年４月の県議選 １２，６５３票（第二位） 々

・１９９９年４月の県議選 １２，６９６票（第二位） 々

・２００３年４月の県議選 １０，７３１票（第二位） 々

（平均得票数） １２，３９０票

� 横顔

上野正蔵は階上村出身である。中央大学商学部卒業後，実家で酪農を中

心とした農業を継いだ。社会奉仕が一番大事だと民生委員を引き受ける一

方，１９６７年，階上村議・町議に当選し，議長を務めた。その後，県議に転

じて当選，連続６期当選。この間，２００３年議長に就任している。上野の

モットーは「和」で，趣味は「スポーツ」全般だそうだ。高校時代にソフ

トテニスで全国大会に出場した経験を有する（『東奥日報』２００３年５月１５日，

『陸奥新報』２００３年５月１５日，「ひと人」『デーリー東北』２００３年５月１５日）。

３．小比類巻雅明

（小比類巻については，前章の第３５章で紹介したので略す）

４．おわりに

木村守男知事の女性問題に端を発した県政混乱の中で行われた県議選と

正副議長の選出は，知事への政治的スタンスが問われることになった。特

に，県議選では，知事直系の候補者，また不信任案に反対した候補者が落

選するなど，県民の厳しい審判が下されたことを指摘しておきたい（『陸

奥新報』２００３年４月１４日）。
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第３７章 議長：山内和夫，副議長：西谷洌（２００４年６月２５日，就任）

＜目次＞

１．はじめに

２．山内和夫

３．西谷洌

４．おわりに

１．はじめに

県議会６月定例会の最終日である２００４年６月２５日，正副議長の選挙が実

施され，議長には，自民党所属で青森市選出の当選７回を数える山内和夫

（７２歳）が，また副議長には，同じく自民党所属で弘前市選出の当選３回

の西谷洌（５９歳）が選ばれた。

２００３年５月に議長に就任したばかりの上野正蔵は１年，また２００２年９月

に副議長に就任した小比類巻雅明も１年半で，「一身上の都合」を理由に

正副議長を辞職した。そこで，新たに正副議長の選挙が行われた。今回の

交代劇には，野党会派がポストの「たらい回し」だと反対を表明し，白票

を投じた（「県議会」『東奥年鑑 ２００５年版』〔東奥日報社，２００４年〕，７９頁）。

２．山内和夫

� 経歴

山内和夫は１９３１年７月１８日，青森市に生まれた。県立青森工業高校を経

て，政治大学校卒。１９５１年，山内板金株式会社に勤務した。１９６３年，県連

合青年団長に就任，１９６７年には，青森市議に当選，連続２期務めた。１９７５

年，県議に転出，これを通算８期務めた（１９８３年に落選，１９８７年返り咲

く）。１９８９年に副議長に，そして２００４年には議長に就任している。山内は，

自民党県連総務会長などを歴任し，１９８１年，県トランポリン協会会長，県

環境衛生組合理事長などを務めた（『青森県人名事典』〔東奥日報社，２００２年〕，

１０７３頁，『青森県議会史 自昭和５４年～至昭和５７年』〔青森県議会，１９９６年〕，１３０４
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頁）。

� 県議選での得票数

・１９７５年４月の県議選 １１，７３１票（第三位） 自民党

・１９７９年４月の県議選 １２，５４８票（第三位） 々

・１９８７年４月の県議選 １６，２４５票（第一位） 々

・１９９１年４月の県議選 １３，９２９票（第二位） 々

・１９９５年４月の県議選 １２，７８８票（第三位） 々

・１９９９年４月の県議選 １１，６４３票（第四位） 々

・２００３年４月の県議選 １１，９９４票（第三位） 々

・２００７年４月の県議選 １１，３７３票（第六位） 々

（平均得票数） １２，７８１票

� 横顔

山内和夫は青森市出身である。青森工業高校を経て，政治大学校卒。板

金業を営む一方，青年団運動に参加した。青森市連合青年団長，県連合青

年団長を務め，青森市議２期を経て，県議に当選，通算８期務め，副議長，

議長に就任している。「まじめすぎる」とは自他ともに認める性格だ。山

内は「政治に信頼を」が政治信条で，座右の銘は「誠実」であり，趣味は

山歩き，読書，および美術鑑賞だという（「この人」『東奥日報』１９８９年３月

２１日，２００４年６月２６日，「きょうの顔」『陸奥新報』１９８９年３月２１日，２００４年６

月２６日）。

３．西谷洌

� 経歴

西谷洌は，１９４５年，弘前市に生まれた。東京薬科大学薬学部卒。弘前青

年会議所理事長などを歴任した。１９９１年，県議に初当選，通算５期務めた
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（１９９９年に落選，２００３年返り咲いた）。２００４年に副議長に，２０１２年には議長

に就任した（「この人」『東奥日報』２００４年６月２６日，「きょうの顔」『陸奥新

報』２００４年６月２６日）。

� 県議選での得票数

・１９９１年４月の県議選 １０，４４０票（第三位） 無所属

・１９９５年４月の県議選 １１，０２１票（第二位） 自民党

・２００３年４月の県議選 １０，０６７票（第五位） 々

・２００７年４月の県議選 ９，８６７票（第六位） 々

・２０１１年４月の県議選 １０，０３８票（第二位） 々

（平均得票数） １０，２８７票

� 横顔

西谷洌は弘前市出身である。東京薬科大学薬学部卒。１９９１年，県議に初

当選，副議長および議長を務めた。「青年会議所での活動に行き詰まり，

政治の不合理を感じ政治の世界へ飛び込んだ」という。西谷は１８５センチ

の長身で，「ダンディー」だと周囲の評判である。自身を「楽観的で目立

ちたがり屋」と分析する。モットーは「優れた人は優しい人」。猫３０匹と

暮らすほどの猫好きである（「この人」『東奥日報』２００４年６月２６日，「きょう

の顔」『陸奥新報』２００４年６月２６日）。

４．おわりに

既述のごとく，県議会では議長と副議長へのポスト就任には，与党会派

（自民党）が任期４年を３人ずつで分けて務めるという，悪しき“慣習”

が存在する。だから，２００４年の正副議長の交代劇にしても，自民党のベテ

ラン議員は「１年→１年半→１年半でポストを回す基本に沿った」だけだ

と語っていた。だが，それはまことに困った悪しき慣習であって，早急に
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改善されるべきである（「新議長に山内和夫氏」『東奥日報』２００４年６月２６日）。

第３８章 議長：成田一憲，副議長：滝沢求（２００５年１２月９日，就任）

＜目次＞

１．はじめに

２．成田一憲

３．滝沢求

４．おわりに

１．はじめに

県議会１２月定例会の最終日である２００５年１２月９日，正副議長の選挙が行

われた。新しい議長には，自民党所属で北津軽郡選出の当選５回を数える

成田一憲（６６歳）が，また新副議長に，同じく自民党所属で八戸市選出の

当選５回の滝沢求（４７歳）が選ばれた。

この選挙は，現議長の山内和夫と副議長の西谷洌が「一身上の都合」を

理由にわずか１年半での辞職に伴うものであって，自民党によるポスト「た

らい回し」に対し，県民および野党から大きな批判を浴びたのは，いうま

でもない（「県議会」『東奥年鑑 ２００７年版』〔東奥日報社，２００６年〕，１１１頁）。

２．成田一憲

� 経歴

成田一憲は１９２９年７月１０日，北津軽郡中里町（現・中泊町）に生まれた。

中里町立内潟中学卒。中里高校 PTA会長，林業災害防止協会青森支部理

事，青森営林局製品生産請負協議会理事など歴任した。１９８３年，県議に当

選，通算８期務めた（１９８７年に落選，１９９１年返り咲く）。この間，２００５年，

議長に就任している（『青森県議会史 自昭和５８年～至昭和６１年』〔青森県議会，

１９９８年〕，１２７９頁，「ひと人」『陸奥新報』２００５年１２月１０日）。
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� 県議選での得票数

・１９８３年４月の県議選 １１，２９５票（第一位） 無所属

・１９９１年４月の県議選 １１，０８５票（第二位） 々

・１９９５年４月の県議選 無投票当選 自民党

・１９９９年４月の県議選 ９，２２６票（第三位） 々

・２００３年４月の県議選 ８，６４２票（第三位） 々

・２００７年４月の県議選 １１，４５５票（第二位） 々

・２０１１年４月の県議選 ７，０４４票（第三位） 々

・２０１５年４月の県議選 ７，３０６票（第三位） 々

（平均得票数） １０，８７４票

� 横顔

成田一憲は旧中里町出身である。中里町立内灘中学を卒業して，家業の

農業，林業を継ぎ農家や労働者の苦労は身をもって知った。父は町議で，

「町村議会と県議会の隔たりを常に感じた」ことが政治家を目指すきっか

けとなった，という。成田は，何事も現場に赴き「自分の目で確かめる」

のをモットーにしている。豪放磊落の一方で，人の話に親身で耳を傾ける

繊細さも併せ持ち，県議３２年の経験を有するベテランである（「この人」『東

奥日報』２００５年１２月１０日，「ひと人」『陸奥新報』２００５年１２月１０日）。

３．滝沢求

� 経歴

滝沢求は１９５８年１０月１１日，南部の八戸市に生まれた。県立八戸高校を経

て，１９８１年，中央大学法学部を卒業した。元首相で中曽根康弘・衆議院議

員の秘書を経て，１９９８年，県議選に初当選，連続４期当選した。この間，２００５

年，副議長に就任している。１９９５年，参議院通常選挙に無所属で出馬した

が落選。しかし，県議での票をバックに２０１３年７月，参議院通常選挙に再
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挑戦し，青森県選挙区より自民党公認で出馬，初当選を果たした。滝沢は，

自民党県連政調会長などを歴任した。高校時代はアイスホッケーの選手と

して活躍し，国体に３年連続出場した経験を有する（「滝沢求」『青森県人名

事典』〔東奥日報社，２００２年〕，９３８頁，『青森県人物・人材情報リスト ２００７』〔日

外アソスエーツ，２００６年〕，１７２頁，『デーリー東北』２０１３年７月２２日，「この

人」『東奥日報』２００５年１２月１０日）。

� 県議選での得票数

・１９９９年４月の県議選 １３，６９７票（第１位） 自民党

・２００３年４月の県議選 １１，４２８票（第３位） 々

・２００７年４月の県議選 １２，３４６票（第２位） 々

・２０１１年４月の県議選 １２，１５９票（第２位） 々

（平均得票数） １２，４０８票

� 横顔

滝沢求は八戸市出身である。県立八戸高校を経て，中央大学法学部卒。

元首相の中曽根康弘の秘書を経て，１９９８年，県議に当選，連続４期務め，２００５

年，副議長に就任した。その後，参議院議員に転出した。滝沢が政治家を

目指した理由は，父の章次が元県議で副議長を務めたという政治家一家の

環境，また中曽根元首相の秘書を務め「経験を故郷で生かしたい」，から

だという。座右の銘は「千憂後楽」で，趣味はスポーツ観戦である（「ひ

と人」『陸奥新報』２００５年１２月１０日，「この人」『東奥日報』２００５年１２月１０日）。

４．おわりに

正副議長の任期は，本来４年間であるはずだ。しかし遺憾なことに，実

際には県議会で過半数を占める自民党が４年間に３人ずつ務める交代劇が

常態化している。この点について，「議会の活性化につながる」と評価す

戦後青森県の県会議員選挙と歴代議長 � 173



る声もある一方で，単なるポスト欲しさの「たらい回し」に過ぎず，「議

員の任期と同じく４年間務めるべきである」との批判の声が根強い（「新

議長に成田一憲」『東奥日報』２００５年１２月１０日，「議長に成田氏選出」『陸奥新

報』２００５年１２月１０日）。

第３９章 議長：神山久志，副議長：大見光男（２００７年５月９日，就任）

＜目次＞

１．はじめに

２．神山久志

３．大見光男

４．おわりに

１．はじめに

県議選が２００７年４月８日に実施され，無投票で当選した黒石市，平川市，

西津軽郡の５人を含む４８人が決定した。今回，市町村合併や人口減少で選

挙区割りが再編され，選挙区は１増（１６区），総定数は３減（４８議席）の

下で行われた。党派別当選者は，自民党２４人，民主党６人，公明党２人，

共産党２人，社民党１人，および無所属１３人であった。だが，その後，自

民党は無所属議員４人を入党させて２８人とし，議会で過半数を制した（藤

本一美『戦後青森県政治史 １９４５年～２０１５年』〔志學社，２０１６年〕，４０２頁）。

５月９日，県議会の臨時会―「組織会」が招集され，正副議長選挙が行

われた。議長には，自民党で東津軽郡選出の当選６回を数える神山久志（６０

歳）を，また副議長には，同じく自民党でむつ市選出の当選３回の大見光

男（７６歳）を選んだ。

これまで，自民党の議長候補の要件は，�当選５回以上，�副議長経験

者は８年以上の間隔を置く―という慣例であった。しかし，今回は対象者

が少なかったこともあり，副議長を経験して５年に満たない神山久志を議

長に選び，従来の慣例を見直す形となった（「県議会」『東奥年鑑 ２００８年
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版』〔東奥日報社，２００７年〕，１０３頁）。

２．神山久志

� 経歴

神山久志は，１９４７年５月１日，東津軽郡蟹田町（現・外ヶ浜町）に生ま

れた。青森市立第一高等学校卒。蟹田町議を経て，１９９０年の県議補選で当

選，通算６期務めた。この間，２００１年に副議長に就任，また２００７年には議

長に就任した。神山は自民党県連議員総会長などを歴任した（「この人」『東

奥日報』２００１年１２月１９日，「きょうの顔」『陸奥新報』２００１年１２月１９日）。

� 県議選での得票数

・１９９０年３月の県議補選 ９，７３８票（第一位） 無所属

・１９９１年４月の県議選 １１，９３１票（第一位） 々

・１９９５年４月の県議選 ９，４３６票（第一位） 自民党

・１９９９年４月の県議選 ９，４０９票（第一位） 々

・２００３年４月の県議選 １０，３０８票（第一位） 無所属

・２００７年４月の県議選 無投票当選 自民党

（平均得票数） １０，１６４票

� 横顔

神山久志は，蟹田町（現・外ヶ浜町出身）である。青森市立第一高校卒。

１９９０年３月の県議補選で当選，連続６期務め，副議長・議長に就任してい

る。政治の道を志したきっかけは，「過疎に悩む上磯地域の生活を何とか

した」いという思からだ，と語る。神山のモットーは「自己主張する分の

倍，人の話を聞く」という。座右の銘は「上善水のごとし」で，自分の性

格については，「亥生まれだがおとなしいイノシシ」と分析する。趣味は，

散歩，野球，ゴルフ。高校球児だったこともあり，野球は今も続けている
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（「きょうの顔」『陸奥新報』２００１年１２月１９日，「この人」『東奥日報』２００１年１２月

１９日）。

３．大見光男

� 経歴

大見光男は１９３０年１２月５日，下北郡大間町に生まれた。日本大学経済学

部を中退，１９５２年，日本海事新聞社入社した。１９６１年，大見海水業に入社

し，１９６７年，大見海事を創業した。１９９９年，県議当選，通算３期，この間，

２００７年，副議長に就任している。大見は，海峡物産会長，大見観光タクシ

ー会社代表取締役，および大間町観光協会会長などを歴任した（『青森県

人名事典』〔東奥日報社，２００２年〕，９３８頁）。

� 県議選での得票数

・１９９９年４月の県議選＜下北郡＞ ６，５９１票（第二位） 自民党

・２００３年４月の県議選 々 ７，９８９票（第一位） 々

・２００７年４月の県議選＜むつ市＞ ８，５７４票（第三位） 々

（平均得票数） ７，７１８票

� 横顔

大見光男は大間町出身である。日本大学経済学部中退し，民間会社の社

長を経て，１９９９年の県議に初当選，連続３期務めた。２００７年，副議長に就

任している。政治家になったきっかけは「周囲に勧められて」と控えめで

ある一方，「地域の人々と一緒に話しながら町起こしをするには，政治家

はいい」と語る。座右の銘は「天は人の上に人をつくらず，人の下に人を

つくらず」で，常に「誠実」という言葉を忘れないようにしている，とい

う。スキュバーダイビングが趣味の行動派である（「この人」『東奥日報』

２００７年５月１０日，「ひと人」『陸奥新報』２００７年５月１０日）。
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４．おわりに

周知のように，県議会では，４年間の任期中に議長を３人で回すのが慣

例化している。そこで，１年後に議長の交代が予想された。ただ，今回は

「慣
�

例
�

」が撤廃された形となり，次期議長候補に山内崇議員が浮上し，そ

のため，自民党内部に火種を残す可能性が生じた（「党への貢献度優先―県

議会自民議長候補選び」『東奥日報』２００７年５月１０日）。

第４０章 議長：田中順造，副議長：清水悦郎（２００８年１２月１０日，就任）

＜目次＞

１．はじめに

２．田中順造

３．清水悦郎

４．おわりに

１．はじめに

県議会１１月定例会の最終日の２００８年１２月１０日，正副議長の選挙が行われ，

新議長に自民党で十和田市選出の当選５回の田中順造（５８歳）が，また新

副議長には，同じく自民党で八戸市選出の当選３回の清水悦郎（５９歳）が

選ばれた。

議長の神山久志と副議長の大見光男が共に，「一身上の都合」の理由を

挙げて正副議長を辞任した。任期途中の１年半でもって退いたことを受け

ての正副議長選挙について，県民および野党から単なる「ポストのたらい

回し」であると，強い批判を受けたのはいうまでもない（「県議会」『東奥

年鑑 ２０１０年版』〔東奥日報社，２００９年〕，７１頁）。

２．田中順造

� 経歴

田中順造は１９５０年３月１７日，十和田町に生まれた。県立七戸高校を経て，
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足利工業大学工学部の建築学科を卒業した。１９７２年，田中建設株式会社に

入社し，１９８１年，同社常務取締役に就任した。１９９１年，県議初当選，通算

６期務めた（２００３年落選，２００７年に返り咲く）。２００８年には，議長に就任

している。田中は，十和田青年会議所理事長などを歴任し，また一級建築

士の資格を有する（『青森県人名事典』〔東奥日報社，２００２年〕，９４７頁，「ひ

と」『デーリー東北』２００８年１２月１１日）。

� 県議選での得票数

・１９９１年４月の県議選 １０，４３９票（第二位） 無所属

・１９９５年４月の県議選 無投票当選 々

・１９９９年４月の県議選 １０，７３４票（第二位） 々

・２００７年４月の県議選 １１，５３５票（第一位） 自民党

・２０１１年４月の県議選 無投票当選 々

・２０１５年４月の県議選 ９，７８３票（第二位） 々

（平均得票数） １０，６２３票

� 横顔

田中順造は十和田町出身である。県立七戸高校を経て，足利工業大学工

学部卒。会社勤務を経て１９９１年，県議に初当選し，通算６期務めた。２００３

年には落選したものの，２００７年，再起して当選した。その後，２００８年，議

長に就任している。６回当選の中で，２回が無投票当選であった。「温厚

な人柄」だと同僚議員は口をそろえて評価する。田中は，はったりを好ま

ず，物静で，議場でヤジを飛ばすことはない，というが，議会運営では手

腕をふるう。西郷隆盛の「敬天愛人」が座右の銘で，一級建築士の資格を

有し，趣味は全国各地を旅行しながら「全国の建物を見て歩く」ことだそ

うだ（「この人」『東奥日報』２００８年１２月１１日，「ひと人」『陸奥新報』２００８年１２

月１１日，「ひと」『デーリー東北』２００８年１２月１１日）。
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３．清水悦郎

� 経歴

清水悦郎は１９４９年，八戸市に生まれた。國學院大學法学部卒。小泉純一

郎元首相の私設秘書を務め政治家修行をした。その後，八戸市議を３期，

副議長に就任している。１９９９年，県議に転出して当選。これを５期務め，２００８

年，副議長に就任した。また７年後の２０１５年には，議長に就任している。

清水は高校時代，レスリング選手として国体に出場し，県レスリング協会

理事などを務めた（「この人」『東奥日報』２００８年１２月１１日，「ひと人」『陸奥新

報』２００８年１２月１１日）。

� 県議選での獲得票数

・１９９９年４月の県議選 ９，９９６票（第八位） 自民党

・２００３年４月の県議選 ７，２２４票（第八位） 々

・２００７年４月の県議選 ７，８４３票（第八位） 々

・２０１１年４月の県議選 ８，１１２票（第七位） 々

・２０１５年４月の県議選 ８，６９０票（第五位） 々

（平均得票数） ８，３７３票

� 横顔

清水悦郎は八戸市出身である。國學院大學法学部卒。八戸市議を経て，

県議に当選，これを５期務め，この間，副議長および議長に就任している。

最下位当選が３回と苦しい選挙を体験した。清水は大学生時代，旧日本兵

の遺骨収集ボランティアに参加し「自分は何をなすべきか」と考え，政治

家を目指したという。趣味はソフトボ－ルと野球で，高校時代レスリング

で国体に出場したスポーツマンである（「ひと人」『陸奥新報』２００８年１２月１１

日，「この人」『東奥日報』２００８年１２月１１日，「ひと」『デーリー東北』２００８年１２

月１１日）。
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４．おわりに

既に述べたように，今回もまた，自民党が“慣行”とする正副議長交代

が行われた。しかし，大きな混乱もなく議長に田中順造，また副議長には

清水悦郎が選出された。議長に就任した田中順造は，次のように抱負を

語った。「県民の目線に立ち，円滑な議会運営に誠心誠意努める」「少数会

派の議員の意見にも耳を傾けていく」。

一方，副議長に就任した清水悦郎は，次のように述べた。「本県発展の

ために一生懸命頑張りたい。県民の方々に分かりやすい議会運営に努めて

いきたい」（「県会議長に田中氏」『陸奥新報』２００８年１２月１１日，「この人」『東

奥日報』２００８年１２月１１日）。

毎回のように，正副議長のポストを１期４年で３人ずつ回す自民党に対

して，野党からは「ポストのたらい回しだ」「議会の信頼を損ねる行為」

などの批判が噴出したものの，まったく改善の見込みはゼロに近いのは遺

憾である（「青森県議会議長に田中氏選出」『デーリー東北』２００８年１２月１１日）。

第４１章 議長：長尾忠行，副議長：中谷純逸（２０１０年３月２４日，就任）

＜目次＞

１．はじめに

２．長尾忠行

３．中谷純逸

４．おわりに

１．はじめに

２０１０年３月２４日，県議会の２月定例会は最終日を迎え，正副議長選挙が

行われた。新議長には，自民党で平川市選出の当選４回を数える長尾忠行

（６１歳）が，また副議長には，同じく自民党で上北郡選出の当選３回の中

谷純逸（６０歳）が選ばれた。

当然のことながら，野党からは「ポストのたらい回しで，県民の理解が
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得られない」と批判の声が上がったものの，自民党側は「交代は既
�

定
�

路
�

線
�

」との方針を崩さず，粛々と手続きを進めた。これに対して，野党のみ

ならず識者からも「議会運営が形骸化している一つの象徴だ」と厳しい批

判を受けた（「新議長に長尾氏」『東奥日報』２０１０年３月２５日）。

２．長尾忠行

� 経歴

長尾忠行は１９４９年３月１０日，竹舘村（現・平川市）に生まれた。東京農

業大学農学部農学科卒。本業はリンゴ農家である。平賀町議，平川市議を

経て，１９９８年，県議補欠選で初当選，通算５期務め，２０１０年，議長に就任

している。長尾は自民党県連政調会長などを歴任し，２０１１年には，平川市

長選に出馬して初当選，また２０１５年に再選された（この人」『東奥日報』２０１０

年３月２５日）。

� 県議選での得票数

・１９９８年４月の県議補選＜南津軽郡＞ １２，２５５票（第二位） 自民党

・１９９９年４月の県議選 １０，９３１票（第四位） 々

・２００３年４月の県議選 １２，１２９票（第一位） 々

・２００７年４月の県議選 無投票当選 々

・２０１１年４月の県議選＜平川市＞ ９，７８９票（第一位） 々

（平均得票数） １１，２７６票

� 横顔

長尾忠行は竹舘村出身である。東京農大卒。平賀町議，平川市議を経て，

県議に当選した。県議を連続５期務め，２０１０年，議長に就任している。２０１１

年には，平川市長選に転じて当選，現在２期目である。長尾は，青年団や

公民館活動を皮切りに政治への道を歩み始めた。高校まで陸上とバスケッ
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トに打ちこんだ。趣味は読書と野球で，県議会きっての美声の持ち主だと

いう（「この人」『東奥日報』２０１０年３月２５日，「ひと人」『陸奥新報』２０１０年３

月２５日）。

３．中谷純逸

� 経歴

中谷純逸は１９４９年８月１６日，野辺地町に生まれた。県立青森高校を経て，

中央大学商学部を中退した。野辺地町商工会副会長，同町議を経て，１９９０

年，県議に初当選，通算３期務め，この間，２０１０年，副議長に就任してい

る。亡くなった父の中谷権太も県議を３期務めた「政治家一家」である。

中谷は県石油商業協会理事などを歴任した（『青森県人名事典』〔東奥日報社，

２００２年〕，９８２頁，「この人」『東奥日報』２０１０年３月２５日，「ひと人」『陸奥新報』

２０１０年３月２５日）。

� 県議選での得票数

・１９９９年４月の県議選 １１，４９３票（第三位） 無所属

・２００３年４月の県議選 無投票当選 自民党

・２００７年４月の県議選 １１，２９３票（第一位） 々

（平均得票数） １１，３９３票

� 横顔

中谷純逸は野辺地町出身である。県立青森高校卒，中央大学商学部中退。

野辺地町議を経て，県議に当選。副議長に就任した。中谷は父の背中を

追って政治の世界に入った。商工会議所の青年部での活動が政治活動の原

点で，座右の銘は「信なくば立たず」。畑で花を育てるが気晴らしである，

という（「ひと人」『陸奥新報』２０１０年３月２５日，「この人」『東奥日報』２０１０年

３月２５日）。
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４．おわりに

冒頭でも述べたように，県議会の２月定例会の最終日，最大会派の自民

党の慣例で正副議長が交代した。繰り返されるポストのたらい回しについ

て，野党は「地域主権の時代にあって議長の職責が増す中で，いつまで続

けるのか」とあきれ顔だ。一方，与党内部でも慣例の見直しを訴える声が

強まっている，という（「与党にも見直しの声」『陸奥新報』２０１０年３月２５日）。

こうした状況について，弘前学院大学の西東克介・准教授は，次のよう

に批判している。「良い政策や条例づくり，行政の監視など議会の役割を

本当に発揮していくには大変な時間と労力がかかる。（交代の繰り返しで

は）議長が本来のリーダーシップを発揮できない」（「批判の中 既定路線」

『東奥日報』２０１０年３月２５日）。

第４２章 議長：高樋憲，副議長：相川正光（２０１１年５月１１日，就任）

＜目次＞

１．はじめに

２．高樋憲

３．相川正光

４．おわりに

１．はじめに

２０１１年３月１１日，戦後最大級の地震が三陸沖で発生し，八戸市など本県

を含む東北・関東地方の太平洋沿岸に巨大津波が押し寄せた。政府はこれ

を「東日本大震災」と命名した。青森県内でも，津波で沿岸部を中心に大

きな被害が生じ，死者は三沢市２人，八戸市１人，負傷者は４７人で，地震

と津波による被害総額は１千億円を超えた。

こうした状況の中で，県議選が４月１０日に行われ，無投票の７選挙区８

人を含む新県議４８人が確定。当選者は，自民党２５人，民主党６人，公明党

２人，共産党２人，および無所属１３人で，新県議の新旧別では，現職３３人，
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元職３人，新人１２人。この中で女性が３人。その後，自民党は無所属から

５人を入党させ，３０議席とした（藤本一美『戦後青森県政治史 １９４５年～２０１５

年』〔志學社，２０１６年〕，第三部第１７章）。

県議会は５月１１日，改選後の「組織会」となる臨時議会を招集，正副議

長の選挙を行った。新議長には，自民党で黒石市選出の当選５回を数える

高樋憲（５３歳）を，また副議長には，同じく自民党で北津軽郡選出の当選

３回の相川正光（５７歳）を選んだ（「県議会」『東奥年鑑 ２０１２年版』〔東奥日

報社，２０１１年〕，７３頁）。

２．高樋憲

� 経歴

高樋憲は１９５８年５月３日，黒石市に生まれた。日本大学生産工学部土木

工学科卒。１９９５年，県議に初当選。１９９８年には，黒石市長選挙に出馬した

が，鳴海広道に敗れ落選を喫した。１９９９年の県議選で県議に返り咲き，通

算５期務めた。この間，２０１１年には，議長に就任している。高樋は自民党

県連副会長などを歴任し，２０１４年，黒石市長選に再出馬，無投票で初当選

した。２０１８年も無投票で再選されている。祖父の高樋竹次郎も黒石市長を

務めた「政治家一家」である（「この人」『東奥日報』２０１１年５月１２日，「ひと

人」『陸奥新報』２０１１年５月１２日）。

� 県議選での得票数

・１９９５年４月の県議選 １２，９２８票（第一位） 無所属

・１９９９年４月の県議選 １４，１８５票（第一位） 々

・２００３年４月の県議選 無投票当選 自民党

・２００７年４月の県議選 無投票当選 々

・２０１１年４月の県議選 無投票当選 々

（平均得票数） １３，５５７票
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� 横顔

高樋憲は黒石市出身である。日本大学生産工学部卒。１９９５年，県議初当

選。連続５期務め，議長に就任した。その後，黒石市長選に転出して当選。

現在２期目である。県議選，市長選で無投票当選が多いのが目につく。名

市長の誉れが高い祖父・竹次郎の名前が浸透しているからであろう。高樋

は「自分はばか正直。損得ではなく善意でものを考えたい」と信念を語る。

自民党内でも有数の論客である。バイクの免許を取得し，４００ccのバイク

でツーリングを楽しんでいる（「ひと人」『陸奥新報』２０１１年５月１２日，「この

人」『東奥日報』２０１１年５月１２日）。

３．相川正光

� 経歴

相川正光は１９５３年１０月２９日，鶴田町に生まれた。県立五所川原農林高校

卒。卒業後は青森県連合青年団団長など青年団活動に従事した。１９８４年，

鶴田町議に当選し，２０００年，副議長に就任した。２００２年，町議５期目の途

中で鶴田町収入役に選任され，２００３年には県議に転じて初当選，通算３期

務め，この間，２０１１年，副議長に就任している。また，２０１４年には，鶴田

町長選に出馬して当選。２０１８年に再選された（「ひと人」『陸奥新報』２０１１年

５月１２日，「この人」『東奥日報』２０１１年５月１２日）。

� 県議選での得票数

・２００３年４月の県議選 ８，５８４票（第三位） 無所属

・２００７年４月の県議選 ９，８８２票（第一位） 自民党

・２０１１年４月の県議選 無投票当選 々

（平均得票数） ９，２３３票
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� 横顔

相川正光は鶴田町出身である。五所川原農林高校卒業後，実家の農業を

手伝いながら青年団活動に参加した。鶴田町議に当選して１８年間務め，副

議長に就任している。政治を続ける動機は，「地域に住む人たちの生活を

向上させたいとの願いからだ」という。相川は自分の性格を「何事にも誠

実に取り組む」と分析する。座右の銘は「誠心誠意」で，趣味は野球のテ

レビ観戦である（「ひと人」『陸奥新報』２０１１年５月１２日，「この人」『東奥日

報』２０１１年５月１２日）。

４．おわりに

本論の冒頭でも述べたように，自民党は，県議選後に無所属から５人を

入党させ，定数４８中３０議席を獲得し，第二会派の民主党の６議席を大きく

引き離し第一会派を維持することに成功した。そのため，自民党は正副議

長職のみならず，６つの常任委員会と特別委員会の正副委員長の職をすべ

て独占した（「自民３０議席 近年最多」『東奥日報』２０１１年５月１２日）。

第４３章 議長：西谷洌，副議長：森内之保留（２０１２年６月２９日，就任）

＜目次＞

１．はじめに

２．西谷洌

３．森内之保留

４．おわりに

１．はじめに

県議会６月定例会の最終日の２０１２年６月２９日，自民党による正副議長の

交代劇が行われた。本会議で新議長には，自民党所属で弘前市選出の当選

６回の西谷洌（６７歳）が，また新副議長には，同じく自民党所属で青森市

選出の当選４回を数える森内之保留（４７歳）が選ばれた。前任の正副議長
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が共に，「一身上の都合」を理由にして任期途中で辞職したからだ。昨年

５月の改選後の臨時議会からわずか１年余りでの交代劇については，当然

のごとく野党から，単なる「肩書欲しさの“たらい回し”」に過ぎないと，

強い批判が寄せられた（「県議会議長に西谷氏」『東奥日報』２０１２年６月３０日）。

２．西谷洌

� 経歴

西谷洌は１９４５年，弘前市に生まれた。県立弘前高校を経て，東京薬科大

学薬学部卒。弘前青年会議所理事長などを歴任した。１９９１年，県議に初当

選，通算５期務めた（１９９９年落選，２００３年に返り咲く）。この間，２００４年

に副議長に，２０１２年には議長に就任している。西谷は学校法人弘前厚生学

院理事長などを歴任した（「この人」『東奥日報』２００４年６月２６日，「ひと人」

『陸奥新報』２００４年６月２６日）。

� 県議選での得票数

・１９９１年４月の県議選 １０，４４０票（第三位） 無所属

・１９９５年４月の県議選 １１，０２１票（第二位） 自民党

・２００３年４月の県議選 １０，０６７票（第五位） 々

・２００７年４月の県議選 ９，８６７票（第六位） 々

・２０１１年４月の県議選 １０，０３８票（第二位） 々

・２０１５年４月の県議選 １０，７５６票（第二位） 々

（平均得票数） １０，７５６票

� 横顔

西谷洌は弘前市出身である。東京薬科大学薬学部卒。１９９１年，県議に初

当選，副議長および議長を務めた。「青年会議所での活動に行き詰まり，

政治の不合理を感じ政治の世界へ飛び込んだ」という。西谷は１８５センチ
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の長身で，「ダンディー」だと周囲の評判である。自身を「楽観的で目立

ちたがり屋」と分析する。モットーは「優れた人は優しい人」で，趣味は

芸術鑑賞である。猫３０匹と暮らしている程猫好きである（「この人」『東奥

日報』２００４年６月２６日，「ひと人」『陸奥新報』２００４年６月２６日）。

３．森内之保留

� 経歴

森内之保留は，１９６４年青森市に生まれた。県立青森東高校卒。法政大学

文学部史学科通信課程を中退した。青森地域広域消防事務組合に勤務した

後，株式会社森内畜産専務取締役に就任した。１９９９年，県議に初当選，通

算５期務めた。この間，２０１２年，副議長に就任している。父の森内勇も県

議５期，外ヶ浜町長も務めた「政治家一家」だ。森内之は県サイクリング

協会会長，県ロッククライミング協会会長などを歴任した（『森内之保留』

ホームページ，「ひと人」『陸奥新報』２０１２年６月３０日，「この人」『東奥日報』

２０１２年６月３０日）。

� 県議選での得票数

・１９９９年４月の県議選 ９，８８５票（第六位） 無所属

・２００３年４月の県議選 １０，２３１票（第九位） 々

・２００７年４月の県議選 １１，５０２票（第五位） 自民党

・２０１１年４月の県議選 １１，４５４票（第二位） 々

・２０１５年４月の県議選 １０，７５６票（第四位） 々

（平均得票数） １０，７６６票

� 横顔

森内之保留は青森市出身である。青森東高校卒，法政大学文学部史学科

通信課程を中退した。約１０年間，消防職員勤務を経て政治の世界へ入った。
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１９９９年に県議に当選以来，議会で一貫して雪対策の必要性を訴えてきた。

自分の性格分析を「頑固で短気」だという。趣味は野球観戦で，スポーツ

はアイスホッケー，自転車，バレーボールなど，スポーツへの関心が高い。

好きな言葉は「鵬程万里」「確乎不抜」で，料理も得意であるという（『森

内之保留』ホームページ，「ひと人」『陸奥新報』２０１２年６月３０日，「この人」『東

奥日報』２０１２年６月３０日）。

４．おわりに

冒頭でも述べたように，県議会６月定例会の最終日である６月２９日，自

民党による正副議長の交代劇が展開された。自民党内では，「一人でも多

くの議員が見識を高めるため」などと擁護する一方で，「１年余りは短す

ぎる」と批判する声が聞かれた。

短期の正副議長交代について，野党からは「単なる肩書欲しさのたらい

回し」であり，「悪しき慣習」に過ぎないと再三再四批判されてきた。こ

うした悪しき慣習は，改めるに越したことがない（「交代早すぎるの批判」

『陸奥新報』２０１２年６月３０日）。

第４４章 議長：阿部広悦，副議長：越前陽悦（２０１３年１２月９日，就任）

＜目次＞

１．はじめに

２．阿部広悦

３．越前陽悦

４．おわりに

１．はじめに

県議会定例会は２０１３年１２月９日，本会議を開催し，議長の西谷洌と副議

長の森内之保留が「一身上の都合」を理由に正副議長を辞職したので，正

副議長の選挙を行った。その結果，新議長には，自民党で南津軽郡選出の
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当選５回を数える阿部広悦（６５歳）が，また新副議長には，同じく自民党

でむつ市選出の当選４回の越前陽悦（６８歳）が選ばれた。

県議会で過半数を占めてきた自民党は，これまで４年任期の正副議長の

ポストを３人で回すのを「慣習」としており，野党サイドから「たらい回

し」に過ぎない，と強い批判を浴びてきた。しかし，遺憾なことに改善す

る動きはまったく見当たらず，感覚がマヘしているのだろう（「県議会」『東

奥年鑑 ２０１５年版』〔東奥日報社，２０１４年〕，６７頁）。

２．阿部広悦

� 経歴

阿部広悦は１９４７年１月１８日，南津軽郡藤崎町に生まれた。県立五所川原

工業高校卒。木村守男・衆議院議員の秘書を経て，藤崎町議を４期務め，

同議長に就任している。１９９８年の県議補欠選で県議に転身して当選，通算

６期務め，この間，２０１３年，議長に就任した。阿部は議会運営委員長など

を歴任した（「ひと人」『陸奥新報』２０１３年１２月１０日，「この人」『東奥日報』２０１３

年１２月１０日）。

� 県議選での得票数

・１９９８年４月の県議補選 １４，２６６票（第一位） 無所属

・１９９９年４月の県議選 １３，３８６票（第一位） 々

・２００３年４月の県議選 ９，９９０票（第二位） 自民党

・２００７年４月の県議選 ７，３２４票（第一位） 々

・２０１１年４月の県議選 ６，０８８票（第一位） 々

・２０１５年４月の県議選 無投票当選 々

（平均得票数） １０，２１０票
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� 横顔

阿部広悦は藤崎町出身である。県立五所川原工業高校卒。藤崎町議，議

長を経て，県議に当選，これを６期務め，２０１３年，議長に就任した。町議，

県議合せて議員生活３５年のベテランで，元知事の木村守男派の大番頭でも

ある。阿部は「弱者救済」が自身の原点だと語る。座右の銘は「信なくば

立たず」で，ドライブが趣味だという（「ひと人」『陸奥新報』２０１３年１２月１０

日，「この人」『東奥日報』２０１３年１２月１０日）。

３．越前陽悦

� 経歴

越前陽悦は１９４５年７月１２日，むつ市に生まれた。県立大湊高校卒。都内

の医療機器販売会社に勤務した。その後，むつ市に戻り，国鉄バスの運転

手を務めた。むつ市議５期を経て，１９９９年，県議に転身して当選，通算５

期務めた。この間，２０１３年，副議長に就任している（「ひと人」『陸奥新

報』２０１３年１２月１０日，「この人」『東奥日報』２０１３年１２月１０日）。

� 県議選での得票数

・１９９９年４月の県議選 ８，６４０票（第二位） 無所属

・２００３年４月の県議選 ８，１６２票（第二位） 々

・２００７年４月の県議選 １３，１１６票（第一位） 々

・２０１１年４月の県議選 ９，５７４票（第三位） 々

・２０１５年４月の県議選 １０，６７６票（第一位） 自民党

（平均得票数） １０，０３４票

� 横顔

越前陽悦はむつ市出身である。大湊高校卒。国鉄のバス運転手を経て，

むつ市議５期，県議５期と政治生活は長い。運転手時代，乗客のために尽
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力し，乗客の後押しで政治家の道へ入った。越前は忍耐と努力が信条で息

抜きは音楽だ，という。トロンボーやドラムも操り，趣味は音楽鑑賞だと

語る（「ひと人」『陸奥新報』２０１３年１２月１０日，「この人」『東奥日報』２０１３年１２

月１０日）。

４．おわりに

２０１１年４月の県議選後，正副議長の交代は今回が２度目で，１年半の在

職となった。４年の任期が全うされないことについて，無所属の古村一雄

は「議会改革の一環として議会基本条例を制定したのに，何も変わってい

ない。条例の精神が全く反映されていない」と批判する。まったくその通

りであって，繰り返していうようだが，悪しき慣習は早急に改めるべきだ

（「県会議長に阿部氏―任期途中で交代」『東奥日報』２０１３年１２月１０日）。

第４５章 議長：清水悦郎，副議長：工藤兼光（２０１５年５月１３日，就任）

＜目次＞

１．はじめに

２．清水悦郎

３．工藤兼光

４．おわりに

１．はじめに

統一地方選の前半を飾る県議会議員選挙が，２０１５年４月１２日に行われ，

無投票となった５選挙区を除く１１選挙区の全議席が確定した。当選者は，

自民党２９人，民主党６人，公明党２人，共産党２人，そして無所属９人で

あった。自民党は，無投票当選者を含めて公認した２９議席を獲得，現有議

席を１つ減らしたものの，引き続き安定多数を維持した。社民党は議席奪

還が成らなかった

県議選後初の臨時会―「組織会」が５月１３日に開催し，正副議長選挙が
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行われた。新議長には，自民党で八戸市選出の当選５回を数える清水悦郎

（６５歳）が，また副議長には，同じく自民党で西津軽郡選出の当選４回の

工藤兼光（７１歳）が選ばれた。なお，八戸市からの議長選出は，１９９７年ま

で議長を務めた高橋長次郎以来１８年ぶりである。

議長就任の記者会見で清水は「慎重かつ機動力をもって改革を推進した

い」と述べ，政務活動費や議会改革に関する議論に意欲を見せた一方で，

正副議長が任期途中で交代する慣例について，清水は「まず一生懸命頑張

りたい」と，また副議長の工藤は「４年だと思っている」と答えた（「県

議会議長の清水氏―副議長 工藤兼氏が就任」『東奥日報』２０１５年５月１４日，「青

森県議会議長の清水氏」『デーリー東北』２０１５年５月１４日）。

２．清水悦郎

� 経歴

清水悦郎は１９４９年５月３０日，八戸市に生まれた。國學院大學法学部卒。

小泉純一郎元首相の私設秘書を経て八戸市議を３期務め，その後，１９９９年，

県議に転出して当選。これを５期務め，２００８年，副議長に就任している。

また，７年後の２０１５年には，議長に就任した。清水は現在，県議５期目で

ある。高校時代，レスリング選手として国体に出場し，県レスリング協会

理事などを務めた（「この人」『東奥日報』２００８年１２月１１日，「ひと人」『陸奥新

報』２００８年１２月１１日）。

� 県議選での獲得票数

・１９９９年４月の県議選 ９，９９６票（第八位） 自民党

・２００３年４月の県議選 ７，２２４票（第八位） 々

・２００７年４月の県議選 ７，８４３票（第八位） 々

・２０１１年４月の県議選 ８，１１２票（第七位） 々

・２０１５年４月の県議選 ８，６９０票（第五位） 々
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（平均得票数） ８，３７３票

� 横顔

清水悦郎は八戸市出身である。國學院大學法学部卒。八戸市議を経て，

県議に当選，これを５期務め，この間，副議長および議長に就任した。最

下位当選が３回と苦しい選挙を経験している。清水は大学生時代，旧日本

兵の遺骨収集ボランティアに参加し「自分は何をなすべきか」と考え，政

治家を目指した，という。一見すると“こわおもて”だが，気さくな性格

と誠実さは同僚議員の誰もが認める。座右の銘は「信なくば立たず」で，

趣味はレスリングと野球である。高校時代レスリングで国体に出場し，県

大会では３位の実力者でスポーツマンだ（「ひと人」『陸奥新報』２００８年１２月

１１日，２０１５年５月１４日，「この人」『東奥日報』２００８年１２月１１日，２０１５年５月１４

日，「ひと」『デーリー東北』２０１５年５月１４日）。

３．工藤兼光

� 経歴

工藤兼光は１９４３年８月１２日，西津軽郡鯵ヶ沢町に生まれた。長平中学校

卒。家業のコメづくりに専念してきた。鯵ヶ沢町議を経て，２００３年県議に

転身して当選。４期務め，その間，２０１５年，副議長に就任している。工藤

は農林水産委員長などを歴任した（「この人」『東奥日報』２０１５年５月１４日，「ひ

と人」『陸奥新報』２０１５年５月１４日）。

� 県議選での得票数

・２００３年４月の県議選 ８，９９６票（第三位） 無所属

・２００７年４月の県議選 無投票当選 自民党

・２０１１年４月の県議選 無投票当選 々

・２０１５年４月の県議選 無投票当選 々
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（平均得票数） ８，９９６票

� 横顔

工藤兼光は鯵ヶ沢出身である。中学卒業後，家業のコメづくりに専念し，

首都圏で出稼ぎにも従事した。農業を営み政治は「公平，公正でないこと

がある」と感じたのが政治家への道を志す契機となった。鯵ヶ沢町議を経

て，２００３年県議に転身して当選。２００７年から連続３期無投票当選を果たし

た。政治家としての信条は「今できることを明日に延ばすな」で，趣味は

カラオケである，という（「この人」『東奥日報』２０１５年５月１４日）。

４．おわりに

臨時県議会の正副議長選挙は，２０１５年５月１３日に実施された。だが，こ

れまでとは異なる投票行動が見られた。民主党に所属する６人が，議長選

挙で自民党の清水悦朗に，そして副議長選挙では，自派の北紀一に投票し

たのだ。記者の取材に対して，北議員は「第一会派が議長，第二会派が副

議長（を出す）という国会や各地方自治体の慣習に倣ったもので，極めて

常識的な対応だ」と説明した。だが，改選前の任期中に実施された３回の

議長選では，民主党は自派候補を擁立するか無効票を投じており，自民党

議員に投票したことはなかった。この点について，自民党議員は「驚い

た」とつぶやいた（「投票行動に変化」『東奥日報』２０１５年５月１４日，「議長選

民主全員清水氏に投票」『デーリー東北』２０１５年５月１４日）。

戦後青森県の県会議員選挙と歴代議長 � 195



第４６章 議長：熊谷雄一，副議長：山谷清文（２０１７年３月２２日，就任）

＜目次＞

１．はじめに

２．熊谷雄一

３．山谷清文

４．おわりに

１．はじめに

県議会定例会は２０１７年３月２２日に本会議を開催し，正副議長の選挙を

行った。新議長に，自民党で八戸市選出の当選４回の熊谷雄一（５４歳）が，

また副議長に，同じく自民党で青森市選出の当選３回の山谷清文（５９歳）

が選ばれた。これは２０１５年５月に就任した議長の清水悦郎と副議長の工藤

兼光がそれぞれ，「一身上の都合」を理由に正副議長を辞任したことに伴

う措置である。従来，自民党は４年任期中に議長ポストを３人で回してき

たものの，この慣例を見直す形となった。議長の２年交代は１９８９年以来，

実に２８年ぶりのことだ。また，八戸市選出の議員が議長を務めるのは，清

水悦郎から２代連続となる（「政治・県議会」『東奥年鑑 ２０１８年版』〔東奥日

報社，２０１７年〕，３６頁，「熊谷氏が議長就任」『デーリー東北』２０１７年３月２３日）。

２．熊谷雄一

� 経歴

熊谷雄一は１９６２年９月７日に八戸市に生まれた。八戸工大二高校を経て，

日本大学法学部政治経済学科卒。２００１年，八戸市議初当選。２００３年，県議

に転身して，連続４回当選した。この間，２０１７年，議長に就任している。

熊谷は，議会運営委員長，自由民党青森県連副会長，県自転車競技連盟会

長，県防具付空手道連盟会長，および八戸市空手道連盟会長などを歴任し

た。祖父の義雄も元衆議院議員であり，「政治家一家」である（「ひと人」

『陸奥新報』２０１７年３月２３日，「この人」『東奥日報』２０１７年３月２３日）。
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� 県議選での得票数

・２００３年４月の県議選 ７，３４６票（第七位） 自民党

・２００７年４月の県議選 １０，１９８票（第四位） 々

・２０１１年４月の県議選 １３，１２５票（第一位） 々

・２０１５年４月の県議選 １４，７１８票（第一位） 々

（平均得票数） １１，３４７票

� 横顔

熊谷雄一は，八戸市出身である。八戸工大二高校を経て，日本大学法学

部卒。３９歳で八戸市議に当選した。その後県議に転身，４回連続当選。現

在議長を務めている。祖父は元衆議院議員の熊谷義雄，また叔父は元八戸

みなと漁港組合長の熊谷拓治で「ハ
�

マ
�

の
�

熊
�

谷
�

」の系譜を継ぐ。熊谷は物腰

が柔らかく，敵をつくらない性格だと周囲の評判である。「一日一日を大

切に積み重ねたい」と語る。座右の銘は「民心なくば立たず」で，学生時

代からバンドを組んでいたほど音楽好きだ。今もシャンソンなどのレッス

ンを受けている，という（「この人」『東奥日報』２０１７年３月２３日，「ひと人」

『陸奥新報』２０１７年３月２３日，「ひと」『デーリー東北』２０１７年３月２３日）。

３．山谷清文

� 経歴

山谷清文は１９５７年１０月１１日，青森市に生まれた。県立青森高校を経て，

中央大学法学部卒。大成建設（株）の社員となった。１９９０年，青森市議に

初当選，２期務めた。２００３年，県議に転して当選，通算３期務めた（２００７

年落選，２０１１年に返り咲く）。この間２０１７年，副議長に就任している。山

谷は，自民党県連政務調査副会長，県熟年野球協会会長，県ターゲットバ

ードゴルフ協会会長などを歴任した（『山谷清文』ホームページ，「ひと人」

『陸奥新報』２０１７年３月２３日，「この人」『東奥日報』２０１７年３月２３日）。
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� 県議選での得票数

・２００３年４月の県議選 １０，３５７票（第七位） 無所属

・２０１１年４月の県議選 ７，９２１票（第七位） 自民党

・２０１５年４月の県議選 ７，５７７票（第十位） 々

（平均得票数） ８，６１８票

� 横顔

山谷清文は青森市出身である。県立青森高校を経て，中央大学法学部卒。

青森市議を経て，県議当選。県議選には計６回挑戦し，３度落選の憂き目

をみた。父の清作も県議４期務めた「政治家一家」である。山谷の信条は

「義理と人情」で，座右の銘は「堅忍不抜である」。尊敬する人物は元知事

の津島文治だという。趣味は，野球観戦，ペン習字（『山谷清文』ホ－ムペ

ージ，「この人」『東奥日報』２０１７年３月２３日，「ひと人」『陸奥新報』２０１７年３

月２３日）。

４．おわりに

冒頭でも述べたように，県議会の正副議長のポストはこれまで４年の任

期の間に，３人が正副議長を務めることがほぼ慣例化していた。しかし，

今回，自民党は任期を２年交代で２人が担当する形に見直す，という。遅

きに帰したといえるが，議会改革の一環として，まずは２年交代体制が定

着することを望みたい。正副議長ポストは“名誉職”的色彩が濃く，度重

なる任期途中での交代には批判の声が上がっていたからである（『陸奥新

報』２０１７年３月２３日，「熊谷氏が議長就任」『デーリー東北』２０１７年３月２３日）。
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結 び

県議会の議長は，議会の代表であって，議会のいわば“象徴的”存在で

ある。それだけに，選出には，候補者の識見，人格，および経験を最大限

に重視し，同僚議員の信頼に基づいて行われるのが肝要である。

県議会の議長・副議長の任期は，地方自治法で謳われているように，本

来４年間であるはずである。ただ，議長職や副議長職は，かなり激職であ

るので，私は個人的には，２年間でも良いとは思っている。

しかし，本論の中でも紹介したように，４年任期を最初は１年，残りの

３年を１年半ずつ担当して，４年間に３人も議長や副議長を輩出する「密
�

約
�

」はいかがなものかと疑問を感じざるを得ない。

さらに，議長を議会で多数派を占める第一党＝与党から出すのは理解で

きるとしても，副議長は野党第一党に回すような配慮が必要であろう。自

民党の場合，当選４ないし５回で議長職が，また当選２回ないし３回で副

議長職が回ってくる。問題なのは，正副議長の選出に際し，津軽と南部と

いった地域対立，国会議員の派閥争い，および利権・利害関係が絡み，選

出過程を一層複雑にしていることである。

実際，重要な議案審議を脇において，正副議長の選出問題で足を引っ張

られるような事態は論外である。確かに，正副議長職のいわゆる「たらい

回し」は何も青森県議会に限ったわけではだけでなく，全国の都道府県議

会で共通して見られる現象である。重要なことは，野党が主張するように，

辞任の理由を単なる「一身上の都合」ではなく，誰でもが納得できる明確

な理由を提示するべきだ，と考える。

県議会議員にとって，議長職や副議長職は，当選を重ねるに従って，欲

しくなるポストらしい。何故なら，正副議長への就任は選挙区の有権者た

ちに，地方の「名望家」としての存在を知らしめるまたとない機会であり，
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しかも，それを基盤に再選を重ねることが出来るし，また多くの面で優遇

されているからである。

正副議長の選出史を概観するなら，次のようにいえよう。当初は，保守

勢力内での状況，ことに自民党の最高年長者とか，「有力者」の意向で決

まっていた。しかしその後，議員総会の場での多数決で決まるようになり，

やがて，選考委員会を設け，ブロックごとの意向を重視して決定されるよ

うになった。最近では，各種の選挙における「功労」を第一条件にするよ

うになっているようだ。同じ当選回数の中から選出するのであるから，利

害や好き嫌いの感情が入るのはやむを得ない。大事なことは「信なくば立

たず」の精神である。

それはともかく，県議会の改革と民主化を進める過程では，当然，野党

側の意見も聞き入れて正副議長の進退を検討し，慎重に決定して欲しい。

それが，県議に対する県民の信頼回復につながっていくのではなかろうか。

短期間の「たらい回し」によるポスト配分の愚は避けるべきだ。

最後に，歴代正副議長に関するデータから得た，地方の名望家たちの輪

郭の一部を紹介しておきたい。

戦後，４６人の議長への就任平均年齢は６２歳であり，当選回数は平均５回

を数え，また平均得票数は９，９８５票である。選挙区別では，三大都市であ

る青森市（５人），八戸市（５人），および弘前市（４人）の出身者に集中

しており，学歴別では，大学卒が１５人（３３％）と最も多かった。

一方，４５人の副議長就任の平均年齢は５９歳であって，当選回数は平均３

回を数え，平均得票数は１０，１１４票である。選挙区別では，青森市（８人），

八戸市（９人）選出者に集中しており，また学歴では，大学卒が１５人

（３４％）と最も多くを占めた。

〈参考資料〉については，秋に公刊される『戦後青森県の県会議員選挙

と歴代議長』〔北方新社〕の方を参照されたい。
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